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福岡近郊で森づくり活動に関わっていた市民の有志が 2003 年４月に立ち上げた任意団

体。福岡県内の森づくりや里山保全のための、中間支援的な事業（団体や活動を元気づけ

る事業）を行うことを目的としています。 
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名   称   「第 13 回森林と市民を結ぶ全国の集い in 福岡」から 10 年企画  
シンポジウム  災害と向き合う森林と市民のこれから  

 
事業趣旨  
森林に関心を持つ市民が増えています。平成 20 年に開催された「森林と市民を結ぶ全

国の集い in 福岡」では、当団体は実行委員会事務局をつとめ、現在のスタッフは実行委員
や運営スタッフとして関わりました。そこでは、森林ボランティアのこと、森林環境税の
ことなど様々な森と人とのつながりが語られました。  
それから 10 年が経ちました。平成 24 年、29 年には記録的豪雨が九州各地を襲い、大

きな被害をもたらしました。私たちと森との関わりを考える上で、豪雨や土砂災害のこと、
その後の復旧・復興のことは欠かすことのできない視点となっています。  
このシンポジウムでは、長く森林・林業に携わってきた方々を囲み、参加者の皆さんと

ともに、災害と向き合うこれからの森林と市民のあり方について語り合いたいと思います。 
 
構   成   シンポジウムと交流会  

シンポジウム「災害と向き合う森林と市民のこれから」  
司  会   原  愛子  

と  き   2019 年４月 13 日（土）13：30～17：00 
ところ   福岡県中小企業振興センター401 号室（福岡市博多区吉塚本町）  
参加費   500 円（学生無料）  
プログラム  

13：30 主催者あいさつ   朝廣  和夫  
13：40  基調講演「平成 29 年九州北部豪雨による森林被害」  
          福島  敏彦  氏（福岡県林業技術者連絡会  会長）  
14：40  話題提供１   杉岡  世邦  氏（現代の木挽棟梁、杉岡製材所  代表） 
     話題提供２   吉元  俊憲  氏（林業現場人、不二納事  代表）  
16：10  ディスカッション  
  進行役：志賀  壮史  
17：00  閉会あいさつ  

 
講師プロフィール  
福島  敏彦  氏（福岡県林業技術者連絡会  会長）  
昭和 39 年  福岡県林業試験場勤務、平成５年福岡県林業技術センター部長。平成

14 年に退職後は、長年森林林業の技術職に携わった経験やつながりを活かして福岡
県林業技術者連絡会を有志とともに設立し、森林林業行政や林業事業者への助言を
行う。昭和 58 年林野庁長官賞（林道開発）、昭和 59 年林業技術賞（システム林業経
営）を受賞。久留米市在住。  

事業概要  
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 杉岡  世邦  氏（現代の木挽棟梁、杉岡製材所  代表）  
印刷会社勤務を経て、1997 年から家業の製材業と林業に従事。熊本震災支援・

庭先避難のための「ちいさいおうち」プロジェクトなど復興支援にも取り組む。朝
倉市在住。西日本新聞朝刊『木挽棟梁のモノサシ』 連載（全 15 回）、『住まいのモ
ノサシ』  連載（全 42 回）。  
杉岡製材所ウェブサイト  http://www.sugiokatoshikuni.com/ 

 
吉元  俊憲  氏（林業現場人、不二納事  代表）  
日頃は現場人として林業や特殊伐採に携わり、東日本大震災や熊本地震、九州北

部豪雨などの災害において林業技術を活かした支援活動を行う。行橋市在住。現代
林業 2013 年 10 月号に「いのちをつなげる・現場人による鎮魂の活動」を寄稿。  
不二納事ウェブサイト  http://fujinoji .com/ 

 
 

交流会「九州の森づくり交流会」  
進行役   小森  耕太  

と  き   2019 年４月 13 日（土）17：30～19：00 
ところ   福岡県中小企業振興センター401 号室（福岡市博多区吉塚本町）  
参加費   3,000 円（学生 2,500 円）  
プログラム  

17：30 はじめのあいさつ  
18：30 ゲストスピーチ  
 田島  信太郎  氏（田島山業株式会社  代表）  
 沢畑  亨  氏（水俣市久木野ふるさとセンター愛林館  館長）  
 矢房  孝広  氏（宮崎県諸塚村  企画課長  兼  地方創生担当課長） 
19：00 おわりのあいさつ   朝廣  和夫  

 
 

参加者実績  

催事名  実施日時  申込数  参加数  参加率  
シンポジウム「災害と向き合う
森林と市民のこれから」  

2019 年４月 13 日  
13:00～17:00 

71 名  76 名  107％  

交流会「九州の森づくり交流会」 2019 年４月 13 日  
17:30～19:00 

30 名  38 名  127％  

 合計（延べ人数）  101 名  114 名   
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はじめに 

開会にあたりまして、私ども、ふくおか森づく
りネットワークが本催しを企画した背景、災害へ
の問いを共有させていただけたらと思います。こ
のスライドは、1991 年のバブル経済から本シン
ポジウムまでの歴史をまとめたものです（図
1-1）。私の恩師である重松敏則教授は 1991 年バ
ブル経済が崩壊したその年に「市民による里山の
保全・管理」を出版されました。その年は九州に
台風 19 号が甚大な被害をもたらした、山を守る
人たちにとっては大きな被害にあった年でもあ
ります。93 年には米騒動がありましたし、95 年
は阪神淡路大震災が発災し、ボランティア元年と
いうことで、それから災害ボランティアがどんど
ん広がりを見せつつあります。 

 
 

ふくおか森づくりネットワーク 

私どもふくおか森づくりネットワークは、
2003 年に設立しておりまして里山ボランティア
の活動の広報をしたり、いろんな団体が、森や里
山を現場にネットワークを通して人材育成等を 

 

 
図 1-2 活動の様子 

 
図 1-1 災害関連の履歴概要

主催者あいさつ 

朝廣 和夫（ふくおか森づくりネットワーク代表・九州大学芸術工学研究院 准教授） 
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進 め て き
ました。こ
の ス ラ イ
ド は 活 動
の様子で、
左 上 は 連
続講座、右
上 は 九 州
森 づ く り
交 流 会 を
宮 崎 の ロ
キ シ ー ヒ
ル の 図 師

さんのところで行った時の写真、左下はイギ
リスの BTCV（現在、TCV）とのリーダー育
成講座を行った時の写真です（図 1-2）。 
 

森林と市民を結ぶ全国の集い in 福岡 

実は、10 年前に国土緑化推進機構が毎年、
実施している「森林と市民を結ぶ全国の集い」
の第 13 回を福岡の地で開催しました。本日
の開催は 10 年目企画でございます。当時は、
語り手として九州大学（当時）の矢幡久先生
に基調講演をいただいて、パネラーとして諸
塚村の矢房さん、愛林館の沢畑さん、九州の
ムラの養父さん、田島山業の田島さんにもご
登壇いただいて、その当時の森づくりの状況
を話しあいました。当時、西日本新聞さんに 
記事にしていただいたところですけども、
「連携し森林守ろう  荒れる山、厳しい実情
報告」、「「森の味方」を増やす連携を  衰退
打破へ暮らしの中で価値認識」という内容で、
共有の場を持つことができました。 

 

ふくおか森づくりネットワークその後 

私ども、その後は福岡県の森林環境税のご
支援を 2008 年から頂きながら、様々な講師
の方をお招きして勉強会・学習会を続けてき

ました。第一回は、本日お話を頂く杉岡世邦
さんにきていただきましたし、その他熊本県
の指導林家の池松さん、矢部村村長（当時）
の中司さんと様々な講師の方々に多角的な
視点からご示唆をいただいてきたところで
す。今日基調講演をいただきます福島先生に
も「福岡県の森林・林業の歴史」ということ
でお話を頂いております。 

 

本シンポジウム企画の意図 

今日は災害をテーマにしております。私は
２～３年前まで、科学技術振興機構のセンタ
ーである、JST－RISTEX の「コミュニティ
がつなぐ安全・安心な都市・地域の創造」領
域で研究をさせていただいておりまして、当
時、領域代表の京大の巨大災害研究センター
長だった林春男先生のスライドを紹介させ
ていただきます（図 1-3）。最近の特徴とし
ましては巨大災害が増加している傾向があ
ります。これまでの災害に対しては、建物の
耐震化などの脆弱性の克服で対応がなされ
てきましたが、想定以上の災害に対してリス
クをゼロにするのは不可能である、という学
術界の考え方がございます。そういう中で新
しい防災のパラダイムを考えていこうとい
うことで、レジリエンス（回復力）を加えて
いくという視点が提案されています。それは、
これまでの防災の考え方に加え、人の活動と 

 
図 1-3 新しい防災の視点 
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時間という要素を加え、私たちは、来るべき
災害に対し、いま何を準備しなければいけな
いのか、という議論が行われているところで
す。 
そういう中で、平成 24 年７月九州北部豪

雨の時、八女、星野、浮羽とたくさんの被害
がありました。その時に私たちが協力させて
いただいている NPO 法人山村塾さんが農地
復旧ボランティアを開始した後、NPO 法人
がんばりよる星野村さん、うきは市山村復興
プロジェクトと農業ボランティアが展開し
た事例がありました。これは棚田地帯で以前
から都市農村交流で棚田の美しい風景を守
ってきたことにより、災害時にこれは大変だ、
みんなで農村を支えようと制度にはない農
業支援・農地等復旧ボランティアが展開して
いきました。これが、熊本地震の時の西原村
や、平成 29 年７月九州北部豪雨時に朝倉市、
東峰村などで活動が展開していったきっか
けの一つになったと思います。そういう意味
で日ごろ、街の人と農村を考えていくという
ことが、今の時代さらに必要になっているの
ではと考えています。 
本日のテーマは、山林の災害です。この写

真は今日来ていただいた朝倉市黒川佐田地
区にお住いの柏田さんのご自宅の裏の被害
状況でした（図 1-4）。この被害はもちろん
豪雨がもたらしたものですが、地形、地質が
大きな要因となって土砂崩壊を起こしてい 

図 1-4 平成 29 年九州北部豪雨被害 

ます。これがスギでなくて、広葉樹であって
も土砂被害が出たと想定されます。こういう
状況が今後とも起こり得るだろうという中
で、私たちは今後どのような地域の生活、森
づくり、森林景観の将来像を描いていけばよ
いのか、ご参加いただいている皆さんから忌
憚ないご意見をいただきたいと思っていま
す。 
本日は、ご後援を福岡市からいただきまし

て、国土緑化推進機構の「森林ファンド」の
支援を受けて実施させていただきます。たく
さんご来場いただいているみなさんに御礼申
し上げます。本日はどうぞよろしくお願いい
たします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



シンポジウム 災害と向き合う森林と市民のこれから 
 

－7－ 
 

 

メカニズム：崩壊と斜面の種類 

本日は主に、①森林被害が発生するメカニ
ズム、②今回の森林被害の特徴や背景、③森
林の被害の復旧、④森林被害を軽減するため
にどうしたらよいのかということについて
お話をしたいと思います。 
まず、平成 29 年の九州北部豪雨は１時間

当たり 129.5mm の雨が降りました。120mm
／時間を超えるような雨はそうあるわけで
はありません。それまでの最高は、昭和 57
年ごろに諫早で 185mm／時間降った記録が
あります。 
山の土が水を含む力は 200～300mm のキ

ャパシティがありますが、１時間あたり
100mm 以上降るとそれまでの降雨状況によ
ってどうしても被害がでますし、例え
200mm であっても１日かけて降る分にはそ
う被害が起こることはありません。今回の災
害は、水が地中に満水した状態で雨が降り続
いたことが要因の一つということになりま
す。 

 
図 2-1 森林の土壌の構成 

 
今回の土

砂災害は、
深層崩壊か
表層崩壊か
という問題
があります。
表層崩壊と
いうのは、
森林土壌の
A～C 層（図
2 - 1）が崩
壊すること、 
さらにその下の岩盤までも崩壊すると深層
崩壊と呼びます。今回の災害では、岩盤まで
崩壊したところもありますが、大半は表層崩
壊でした。表層崩壊といっても、木の根が生
えている土壌よりもさらに下から壊れたの
で、樹木の根の力の及ぶ範囲ではありません。 
平成３年の台風災害で、小石原村の行者杉

が倒れましたが、あの時倒木の根を見た人は
「こんなに根って少ないものか」、「むしろ木
が立っていることが不思議でしょうがない」
と思うぐらい根が少ないのです。そういう状
況の中で、平成 29 年豪雨では、生えている
立木が土砂とともに流れてきました。この当
時の県の試算では 20 万㎥の木が流れたと、
ちょうど林齢が 50～60 年、樹高が約 21m の
木は、材積に直すと約 0.8 ㎥、枝と葉っぱと
根っこを入れますとちょうど１㎥になります。
スギの木の１㎥というのは比重が 1.0 より少
し重いので、約１t になります。その１t の木
が当時の林地には 1,200～1,300 本／ha 生え
ていたと思いますから、約 1,300t／ha の流木  

基調講演 平成 29年九州北部豪雨森林被害について 
－朝倉災害の流木被害から何を学ぶか－ 

講 師  福島 敏彦 氏（福岡県林業技術者連絡会 会長） 
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図 2-2 下降斜面と上昇斜面 
 
が流れてきたのではないかなと思います。 
土壌が壊れたときの状況を、平地では液状

化といいますが、山地の場合には水分を含ん
で土壌が何かの衝撃で流出すると泥流崩壊
といいます。図 2-2 のように山の斜面に凹の
部分があるものを下降斜面といい、凸の部分
があるものを上昇斜面といいます。下降斜面
は、何回も浸食を受けて山の裾野にたくさん
の土を蓄えていて、土層が厚いので水の透水
性がよく、雨が降っても少々のことでは崩壊
せず、ある程度までは持ちこたえられます。

上昇斜面はそれほどではなく、雨が少ない地
域の地形で、壮年期の山です。今回、崩壊を
起こしたのは上昇斜面が多く残されている
地形でした。崩壊としては一般的に小さいの
ですが、たまたま線状降水帯という気象条件
で意外な地域で豪雨が起こり大きな被害が
出ました。浮羽付近は、福岡県の山林の年間
平均降雨量 1,947mm に近い地域で、矢部村
などに比べても降雨量が少なく、災害の頻度
が少ないところでしたが、このような気象条
件が引き金になるとどの地域でも油断はで
きません。 
 

メカニズム：水害の歴史 

筑後川の洪水の歴史をたどると、江戸時代
はものすごく洪水が多くて 1.6 年に１回、３
年に２回程度ありましたが、明治以降になる
と 3.3 年に１回と洪水の記録は飛躍的に少な
くなります。統計的には現代の方が洪水の頻
度は少ないといえます。 
流木が起きた記録をたどると、江戸期は幕

府が何百年も御用林という形で禁伐・保護し 

 
図 2-3 流木災害の頻度 
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てきたため非常に林地が安定していたせい
か、流木の記録が少ない（図 2-3）。しかし
明治になって 15～20 年ほど経つと、流木の
記録が急増してくる。明治時代になり伐採が
急増して、伐採後 15～20 年ほどで切り株の
根が腐ってきて、土壌にパイプ状の穴が開き、
そこに雨水が通り、山の土壌が滑りやすい状
況が生じたと考えられます。それから、昭和
23 年ぐらいを境にまた流木の記録が増えて
きます。それは戦争前に乱伐をした影響がこ
のころ流木として表れているのです。 
平成に入ると戦後の復旧造林をしたヤマ

がだいたい 40 年以上経って土壌はやや安定
したところに今回の災害が起きました。立木
そのものは成長して大きくなり全体的には
災害に強い林になりましたが、ある限界を超
えると大きくなった立木のために逆に被害
が大きくなるということです。 
それから、洪水で橋が流れたという記録を

調べますと、江戸時代はあまり流れていない
（図 2-4）。それは、江戸時代は藩同士の仲
が良くなかったのでそもそも橋が少なかっ
た。明治になるとだんだん橋ができて、橋が

流れた記録が出てきます。昭和の中頃以降は
強健な橋ができて橋が流れた記録は少ない
のですが、ここ最近は橋が流れるようになっ
てきた。平成３年の台風被害でも大量の流木
が発生しましたが、筑後川の下流の人たちは
何も騒いでいません。それは上流の大分県日
田市と熊本県阿蘇郡小国町にまたがる下筌ダ
ムに流木がひっかかっていたからです。矢部
川は矢部川ダムの中に掃除するのが大変な
ほどの量の流木を抱えていたので、下流の人
は涼しい顔をしていました。今回の水害は、
ダムのないところにも流木が流れていった
ので下流に直に影響を与えたということに
なります。これから先まだまだ木が大きくな
りますが、林業の景気は良くないのでまだま
だヤマに木が残ります。この先発生する流木
はさらに大きな木が流れてきます。今ある橋
はある想定の下に橋げたの幅を決めていま
すが、木材が橋げたにひっかかって増水して
橋の上流に大きな被害が起こります。これか
ら先、橋を作るときにはある程度大きな木が
流れてくることを前提とした橋げたにする
ことも考える必要があります。 

 
図 2-4 橋梁の流出 
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メカニズム：根の深さと針葉樹・広葉樹 

この図は、福岡県の林地生産力調査におけ
る森林土壌の A・B 層それぞれの厚さです。
山の土壌は A 層、B 層、C 層、その下に岩盤
があります。A・B 層には腐食層があります
が、C 層には腐食層がありません。B 層と C
層の境に根が届いていつも C 層を B 層に換
えようという働きをしていますが、A 層と B
層の厚さはいわゆる今回被災した朝倉市把
木町のような地域では１m 以上あるところ
は 35％しかなく、残りの 65％は１m よりも
ずっと浅く、ほとんどが 40～80cm に納まり
ます（図 2-5）。つまり土壌が浅いのです。
ところが、矢部村や星野村、添田町のような
晩壮年期の山になってくると、A・B 層の深
さが１m以上のところが 75％以上あります。
晩壮年期の地形では土層が厚いため雨が多
く降っても水分の給排水がうまくいくので、
ちょっとした雨では問題にはならないけど、
ある一定以上の雨量になると、ものすごい土
石流で大変な被害になります。 
それから根の深さをみてみましょう。今回

の災害の際には、西日本新聞で「スギは実生
の場合は直根があるから流れにくい、挿し木
を植えたから流れた」と書かれていましたが
それは大ウソです。スギには直根はありませ
ん 1）。苅住曻という根の専門の研究者の論
文を見ても、スギは実生であろうが挿し木で 

 
図 2-5 早壮年期の A＋B 層 

あろうが直根はないとあります。 
森林土壌の根の深さは１m 以上に届く根が

あるところは９％しかなく、ほとんどが
60cm 以下になります。仮に深いところから
土壌崩壊が起きたとしても根が 60cm 程度し
かないから木にとっては「頑張って根を張っ
ているけど、それより深いところから土壌が
壊れるから責任は持てません」という感じで
す。根が深い晩壮年期の地形でも１m 以上に
根が届くのは 39％しかなく、６割は根が浅い。
今回のほとんどの崩壊箇所は、深さ１m どこ
ろではなく、C 層ですから深さ２m、酷いと
ころでは５m の深さの崩壊でした。根は一般
的には通常の降雨に対しては効果を発揮しま
すが、C 層あるいは岩盤に影響するような限
界以上の雨が降ったときには、木の頑張る能
力を遥かに超えて災害が起きます。晩壮年期
や早壮年期の合わせて見ても、林地の根の深
さはほとんど 40～80cm です。 
今回の災害を「これは酷い、広葉樹を植え

よう」といっても、広葉樹は一般にはスギや
ヒノキよりも根が浅いのです。広葉樹を植え
たらこれから先、安全だとは思わないでくだ
さい。そう思う人がいたら、今耳納山系にど
ういう現象が起こっているのか考えてくださ
い。あの尾根筋には 3,800～6,500 本／ha の
広葉樹が残っています。戦時中、薪炭林を伐
り荒らした後に自然に生えてきた天然成林の
広葉樹です。そこでは、尾根筋辺りに落葉し 

 
図 2-6 根の深度と腐食層深度 
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た葉っぱは全部吹き飛んでしまって、いつも
土壌浸食を起こしています。もし広葉樹がい
いというのであれば、まず今ある広葉樹林の
手入れからすることがまっとうな人のするこ
とだと思います。なかなかですね、門司（北
九州市）や油山（福岡市）がこの付近では一
番エロージョンを起こしていますので、広葉
樹を植えたら根が深いと単純には思わないで
ください。必ずしも広葉樹を植えたから山は
安全という考えは捨ててください。 
図 2-6 は、根の深度と腐食層の深度を表し

た図になります。縦軸は A・B 層の厚さで、
土壌調査ではだいたい１m の深さまでしか調
査しませんので、１m までは点があります。
横軸は根の深さです。グラフの左側の根の浅
いところを見ると、A・B 層は厚いにも拘ら
ず根は深くないところにもあります。これは
谷間の水が潤沢にあるところで、根を深く伸
ばす必要がなく 20～30cm で成長に十分とい
うことです。平成３年の台風で倒れた小石原
の大木の根は非常に薄いのですが、谷側の土
砂が堆積しているところで立木の根が浅かっ
たのです。つまり山の木をもって大きな土砂
災害の防止機能を発揮するのは本来無理だと
いうことです。それから、C 層の土壌も 100
～200 年経つと、だんだん根が入ってくるよ
うになり、A・B 層が発達してきますが、C
層までは伸びていかない。 

A・B 層の土壌浸透圧（pF）は自由に水が
流れるところでは pF=1.7、畑に水を撒いた
ときは pF=1.8、岩石は pF=2.7、C 層では
pF=2.0～2.5 ぐらいになります。森林土壌は
深くなるほど水が浸透しにくくなります。そ
うすると地下水を利用できるような深さは、
C 層を抜けてきた水ですからきれいな水で
す。Ａ・Ｂ層は桝や漏斗の役割をしていて、
A・B 層が発達していると時間をかけて C 層
に水を通す役割をします。今回の災害ではそ
の桝に流れ込む雨量が 200mm を超えていま
す。ただし１日をかけて 200mm ならいいの

ですが、１時間で 200mm という量は危ない
です。 
 

森林被害の特徴と背景 

 今回の森林被害の特徴や背景を振り返る
と、林地生産力の高いところが崩壊した、つ
まり谷間で樹木の成長がいいところが崩壊
した。林業の経営基盤的に植え過ぎたと言わ
れている尾根部は崩壊せず、谷間の林地生産
力の高いところが崩壊した。林業経営者も尾
根部は成長が良くないから素直に植えすぎ
たと思っているわけです。ところが尾根筋は
水分の供給量が少ないから谷間とちがって
根がしっかり張っています。だから皆さんが
植えすぎたという概念と、林業経営者の概念、
災害の実態は違うのです。これから先、林業
経営者は植えすぎたという概念について真
剣に考えなければならない。木材価格が国際
競争下で厳しい中、製材業者もピークの 10
分の１以下に減りました。林業労働者も４分
の１になりました。ヤマで働く人が激減しま
した。そういう中で効率の良い林業経営をど
うしようかと一所懸命考えているわけです。 
それから、今回の災害の際に、関東を中心

としたある新聞では、「なんであんな危ない
ところに税金を使って道などを作って、さら
に復旧工事をしなければならないのか、税金
の無駄遣い」だと堂々と載っていました。と
ころが日本の中山間地というのは、弥生・縄
文から人々は氾濫原に生活をしているわけ
です。氾濫原のやや谷口の平べったい山際の
ところを畑にして、そのちょっと川側を水田
にして、畑と水田の間の便利なところに家を
建てているわけです。今回流木が流れてきた
ところはそういう氾濫原です。それを都会の
人がそういうところに税金を使うのは無駄
遣いだといったら、日本の山村の 90％以上
が疎開しなければならなくなる。そういう暴
論は許せません。そうじゃなくて人間の知恵
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としてもっと安全なところを居住地に選択
するというのもまだまだ可能性があると思
います。そういう交渉をしなければならない
し、生活をしなければならない。 
あとは、功と罪は表裏一体ということです。

森林は国土を守っていますが、完全には守り
切れない。守れないから反対に壊れたときに
は「罪」になります。洪水の際に「橋があっ
たから木が溜まって俺の家が流れた」と橋の
せいにする意見がありますが、それまでは橋
があって便利な生活を送っていた。流れた家
はどこに流れたかというとさらに下流の被
害に影響しているわけです。だから、功と罪
の両面を考えて、より安全なところに生活を
することを考えるべきです。それから災害と
いうのは逃げるのが一番というしかない。た
だ、どこに逃げるとか、いつ逃げるという場
所や時間も認識しておかなければならない。 
先ほど、植えすぎ問題の森林経営者と非経

営者の間での乖離の話をしましたが、山持ち
さんと山を持っていない人の考え方は違う
んだということを理解しておけば、それを前
提に話し合いができる。森林所有者はもごも
ごして話ができない。川下の人が何か思って
も取りつく島がない。そういったことは、こ
の乖離を知っておくと話し合いができるの
ではないかと思います。 

 

森林被害の復旧 

森林被害地の復旧は自然復旧が一般的で
す。それも最近ではシカ害対策もしないとな
かなか木が成長しません。過去には、昭和
19 年に行橋市管内、昭和 28 年に北九州の門
司、昭和 38 年には早良の国有林で大きな土
砂災害がありましたがいずれも自然復旧し
ています。 
一方で、復旧するために造林をすると仮定

すると、一般の人に馴染みがあるケヤキやク
スなどを植林するには、シカに食べられない

背の高い苗を買う場合苗１本が約 600 円し
ます。これを１ha あたり 3,000 本植えた場
合、苗木代を低利で借りたと計算しても成育
するまでに７千 700 万円します。将来１ha
の 400 年経った広葉樹の山を７千 700 万円
で誰が買うのか、それだけ大きなマイナスの
財産を後世に残すのかということを考えな
ければなりません。例えば、白神山地の山は
600 年とか 2000 年の森林だと思いますが、
同じように計算すれば１ha 当たり数千兆円
の山ということになると思います。しかし、
なんぼ良くても誰も買う人はいません。これ
を造林したと仮定して苗の利子率を三分五
厘で計算しますと１ha 当たり 64.8 兆円にな
ります。ほぼ７～８年前の国家予算です。１
ha 当たり国家予算規模のお金を使って広葉
樹の山を植えろということと同じです。 
私は広葉樹の山に恨みも何もないし、広葉

樹の山を植えようとする人には拍手喝采で
すが、植えよ、植えないかんよと行政的に推
進することになると、「ちょっと待てよ」、
「我々の子孫にどれだけの借金を残すのか」
と全体的なことを考えなければならない。そ
う考えると、自然復旧は過去の事例としてあ
りますし、鹿対策をしてなるべくエロージョ
ンを起こさないように、草が生えるまでは何
とか管理して復旧をしたほうがよい。 
一方で、広葉樹を造林して災害地復旧をす

ると考えたとき、一般的に広葉樹はスギ・ヒ
ノキよりも根が浅いのですが、根が深い樹種
もあります。それは、シダレヤナギ、オオバ
ヤシャブシ、ハンノキ、ブナ。ブナは根が深
くてもこの付近の山では 10 年経つと枯れた
り、虫の食害にあうのでダメですね。他には、
アカガシ、ツクバネガシ、イチイガシ、アラ
カシ、ウラジロガシ、コナラ、カシワ、アベ
マキ、スダジイ、ケヤキなどがあります。ケ
ヤキは建材などとしても人気がありますが、
まとめて１ha 植えても成長しません。筋状
に谷でも尾根でもない平衡斜面で、比較的水
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分供給がよく排水も良い土地を選んで植え
ます。ごく最近調べましたらナラ類は日本で
は成長はスギ・ヒノキよりも群を抜いていま
す。ケヤキよりも立地を厳密に選ぶ必要はな
いからこの樹種は良いですね。クヌギもどこ
にでも植えて成林するわけではありません。 

 

森林被害は軽減できるのか？ 

森林被害を軽減するためにできること。ま
ず、炭素固定量 1,300 万 Ct／年を維持する
ためには老木になっては役に立たないので
ある程度の更新が必要です。今の広葉樹は炭
素同化作用と呼吸作用がほぼ均衡していま
す。だから広葉樹の林は頼りにはなりません。
資源循環していくには、スギ、ヒノキ、カラ
マツ、エゾマツ、トドマツなどの針葉樹を更
新するのがよいです。人間が住みよい環境を
作っていくためには、炭素を固定しながら、
それを利用して、セメントではなく木材を使
って石油などの炭素をあまり使わないよう
に生活するというのが重要になります。これ
から先の森林・林業の目指す役割というのは
昔も今も、樹高 21m 以上になると木はほと
んど成長力が落ちるので 21m 以上にならな
いように伐採・更新して同じように進めてい
く。特に早生のスギの場合、キウラ、ヤイチ、
エダナガ、ヤマグチのようなスギの品種は病
気が入ります。ヒノキは 50 年を過ぎると、
プロが見るとみんなシミが入っていてまと
もな木がありません。それと同じような現象
が早生系のスギでも出てきます。キウラ、ヤ
イチは繊維長が長くて旺盛な成長はするけ
ど、強度は強く、木材乾燥しやすくて良い品
種です。 
ここから先、災害があったところの復旧地

に何かを植えると考える時には、400 年単位
で考えるようなレベルだと子孫に大きな借
金を残しますので、もっと早く大きくなって
早く現金に換金できるような樹種が良いと

思います。例えば、ハゼ、ツバキ、ナラは
20 年程度で 200 ㎥／ha 以上になりますから
20～30 年伐期でよいし、ハゼは植えてから
50～60 年はハゼの実も収穫できます。一般
の人が考えるように、単純に広葉樹を植えよ
うという考えは適しません。むしろ、今、日
本の林業は森林経営管理法ができ、経営の成
り立つところでは伐採をしましょう、そこで
は必ず木を植えましょう、経営の成り立たな
いところでは針葉樹・広葉樹の混交林にしま
しょうという新しい林業に向かっています。
しかも、混交林化は広葉樹を植えるのではな
く、針葉樹人工林を間伐して日が入ると自然
に広葉樹が生えてきて混交化するという林
業です。仮に日本の林業が全部儲からないと
なると、間伐をして混交化するしかなくなり、
日本が炭素固定に関する国際的な協定を破
ることになります。少なくとも福岡県では３
分の１の山は針広混交林になります。これか
ら先、長生きして見れば、皆さんが望んでい
るような山は、山の尾根筋にずっと残ってい
くと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
編者注１） 

 本ご講演では植林後成長したスギの根につい

て議論しており、直根（主根）については苗木

など異なる成長段階やスギの多様な品種によっ

て諸説あるようです。 
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北部九州豪雨の記憶 

朝倉市杷木で製材所を営んでいます杉岡
と申します。製材所という職業について、私
の所属する朝倉東部木材組合の組合員は、一
番多いとき 47 社あったのが今では５社、ほ
ぼ 10 分の１まで減っています。そういうこ
ともあり、日ごろは木材活用についての話を
する機会が多いのですが、今日は、祖父から
ヤマを引き継いだ三代目の一森林所有者と
して、今回の水害でヤマが被害を受けてどの
ように感じたのか、そこで製材所を営む木材
業者としてどのようなことを感じたのか、当
事者としてのお話をしたいと思います。 
いつも自己紹介の時にお見せするのがこ

の地図です。ここが朝倉市杷木です。九州に
は英彦山、阿蘇山、霧島連山と３つの分水嶺
があります。今回の朝倉豪雨は、朝倉市黒
川・杷木、東峰村、日田市の小野と、英彦山
の南面で起こった水害といえると思います。
この辺は東から西の方へ筑後川が流れてい
ます。北から南に向かって流れる支流があり、
そこに流れた水が下流へと流れきれずに土
石流となって住宅地を襲った災害でした。 
この日は私も地元におりました。とんでも

ない雨でした。９時間で 774mm という猛烈
な雨が降ったこと、主に４つの支流が氾濫し
たことなどが特徴です。今回の水害は、流木
がものすごくたくさん流れてきたという印
象が強いですね。巨大な木が流れてきて、そ
れが誰の目にも明らかで、翌日から周囲を見
渡しても膨大な量の土砂とともに流木がい
たるところにゴロンゴロン転がっている。こ
れは大変なことになったなと感じました。そ  

 
の前年の熊
本地震が起
きた後、私
は翌週から
８月まで毎
週のように
熊本へ通っ
ていました。
家屋調査や
ボランティ
アを含めて
色々しまし
たが、その
時に話をしていたこと、例えば西原村に行っ
て「阿蘇にある木を使って震災復興しましょ
う」といいますと、「それはいいことだね」
という雰囲気になりました。ところが、今回
の水害が起こった直後は、まるで木が加害者
のような、木が人家を壊し、人を傷つけたよ
うな感情がその場を埋め尽くしていたもの
ですから、とても地元の木で復興といえる状
況ではありませんでした。豪雨直後、私は祖
父たちが植えた木が人を殺めてしまったの
かもしれない、という感覚になってしまい、
ちょっとした鬱のようになりました。 
今回流出した流木は 21 万㎥といわれます。

でもそれは航空写真で表層崩壊が確認され
た森林面積に一定の掛け率をかけて算出さ
れたもので、本当の木材の体積ではないんで
すね。量的に言えば、土砂量は 1,100 万㎥と
流木の体積より桁が二つも大きい。それほど
大変な量の土砂が流出したということです。
木が立ったまま流れていたとも耳にします
が、表層崩壊して土石流のなかに流木も交じ  

話題提供 

講 師  杉岡 世邦 氏（現代の木挽棟梁、杉岡製材所 代表） 
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写真 3-1 

 

写真 3-2 
 
ってダーッと滑り落ちていく、そんなイメー
ジだったのではないかと思います。それから、
流木 21 万㎥のうち、山林は 13 万㎥で河畔
が６万㎥なんです。森から出た流木は、数量
的にはそれくらいなのに、人工林の流木が災
害の主犯格であるかのような、そんな感覚が
直後にはありました。 
これは７月 22 日に私が見て回って撮影し

た松末の写真です（写真 3-1）。見て回ると
いっても、この日まで被災地に足を踏み入れ
ることはできませんでした。行方不明者もお
られますし、見に行くだけの行為はありえな
いことでした。でもこの日は、九州大学芸術
工学部の先生方が今後の支援のため視察に
来られることになって、私は今、芸術工学部
の博士課程に在籍しているものですから、現
地をご案内することになったわけです。九州
大学のベストを着せてもらうことで少し気
も軽くなって、現地へ入れましたし、写真を  

 
写真 3-3 

 

写真 3-4 
 
撮ることもできました。赤谷川流域は、グラ
ウンドを覆うようなきれいな真砂土、そして
流木がゴロゴロありました。 
これは朝倉の三連水車のあたりです（写真

3-2）。川の筋が違って一番西側の奈良ヶ谷川
になるのですが、土砂が少なくておびただし
い流木がここの天井くらいの高さまであり
ました。一体こんなものがどこから流れてき
たのだろうかとびっくりして、上までかけあ
がり写真を撮りました。 
これは７月９日の写真ですが、その前の年、

熊本震災で西原村に応援に行ったので、その
お返しにと西原村の友人たちがダンプなど
トラック３台に支援物資やユンボなどを積
み込んで、支援に来てくれた日のことです。
その日は物凄い雨が降っていて杷木にはと
ても入れませんでした。それで、被災した友
人のいる隣町の朝倉市比良松に案内しまし
た。その時に出会った光景です。 
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これは７月 26 日に、九州大学の復興支援
の方と一緒に見に行った寺内ダムの状況で
す（写真 3-3）。寺内ダムは決壊しなかった
ので旧甘木市は大丈夫だったのですが、この
ようにおびただしい流木が流れてきました。
ただ、流木はダムの少し上流のところで留ま
っていました。土石流がダムで堰き止められ、
流木のある上層部のほうは、上流側へと逆流
したためではないかと言われています。この
上流には朝倉市高木地区、黒川地区がありま
す。 
 

流木は利用できるのか？ 

当時、福岡県下にはこのような流木の集積
所が 26 か所ぐらいありました（写真 3-4）。
この光景を見たのもやはり７月 22 日。九州
大学の先生方が来られた時です。松末をご案
内しながら、流木集積場を見に行こうという
気持ちが湧いてきました。というのも、水害
の後に友人たちからお見舞いの電話がかか
ってきて、「流木って使えんと？」と度々聞
かれました。直感的には「木が割れているし、
中に石が噛んでいるから使えないでしょう
ね」と言っていましたけれど、実際に自分の
手でダメなのか確かめてはいません。想像で
はなく、使えるものが本当にないのか、この
目で見てみようと思ったわけです。 
例えば、先ほどの奈良ヶ谷川のところには、

立派なヒノキが 10 数 m の長さのまま流れて
きていました。その木の行方を消防団の友人
に聞いたところ、旧朝倉農業高校跡地の流木
集積所にあるのではないかということでし
た。流木の量もすごいのですが、高菜漬けの
ような何とも言えない独特な臭いがしてい
まして、こういったところを何か所か回りま
した。後ほど出てきますが、元の直径が 90cm
ぐらいあるクスノキも根っこごと流れてき
ていました。 
 

ネガティブな世の中の雰囲気の中で 

これは西日本新聞の記事です。「林業の悪
循環があって、流木が凶器になった」と書か
れています。世の中はそんな雰囲気でした。
実際はこの水害を起こしたのは、線状降水帯
という気象条件と土壌の条件が重なった。そ
れで表層崩壊が起こり、流木も同時に発生し
たわけですけれども、流木が凶器と化して起
こった災害だと、一般的に言われた感じがあ
りました。木材価格低迷と、過疎化によって
森林が放置されたため、そうした災害が起き
のだと、世の中はそんなロジックでした。人
工林は、スギは全て伐ってしまえというよう
な極論もあったほどです。そういう雰囲気の
なかで、地元の木を使って復興しようとはと
ても言えません。今でもまだ行方不明の方が
２名いらっしゃいます。どのような状況でそ
の方々が被害にあわれたのかも分からない
まま、地元の木による復興…  なんて、やっ
ぱり言えないですね。 
私は、祖父たちが植林して育てた木は本当に
加害者なのか、どうしても気になって、持っ
ていた本を読みなおしたり、被害が起こった
ヤマを１年ぐらいかけて歩いて回ったりし
ました。その時参考にしたのが、太田猛彦先
生の「森林飽和」（NHK ブックス、2012）と
いう本でした。第二章「はげ山だらけの日本」
の最初に、花崗岩類は「深層風化」と呼ばれ
る特殊な風化様式によって、地中深くまで、
岩石がいきなり砂に変わってしまうことが
起きる、そのような土壌が日本中にものすご
く多い、ということが書かれています。松末
あたりはこの花崗岩系の土壌が多い。そして
奈良ヶ谷川の辺りは泥質片岩、黒川辺りは砂
質片岩という土壌が多い。そういう地質によ
って表層崩壊の深さが違うことなども学び
ながら、実際に山々を見て回りました。 
この図は、産業地質研究所の地質 Nabi の

地図に描き加えたものです（図 3-1）。筑後  
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図 3-1 
 
川に流れ込む５つの支流があって、赤いとこ
ろは真砂土の花崗岩系のところ、青っぽいと
ころは泥質片岩系、この辺りが黒川で、ここ
が寺内ダムですね。もう一つ参考になったの
が『福岡県地名考』という本です。町村合併
によって地名がなくなるとの危機意識を抱
いた梅林さんという警察 OB の方が 2000 年
に出された本です。この本によると、「杷木」
という地名の語源は「浸食などにより崩れや
すくなっている川岸、がけ地などを示す「は
き」「はぐ」「はぐい」に由来している」とあ
ります。それが事実かどうかは分かりません。
別の由来を書いている地名辞典もあります。
ただ、その箇所を読んだときは衝撃でした。
以前読んだはずなのに、覚えていないもので
すね。 
そのような前提で写真を見ていきますと、

これは一番被害がひどかった松末小学校付
近の断層です（写真 3-5）。花崗岩系の岩が
あって、徐々に風化し砂に変わっていく様子
がうかがえます。この航空写真、ここが松末
小学校で、うちのヤマがこのあたり、道が流
失している状態で、なかなか現地には行けま
せん。７月 31 日に仮道ができ、ようやくこ
のヤマに入りました（写真 3-6）。ただ、航
空写真は災害後の早い時期にホームページ
で公開されていて、ヤマの状況は推測できま
した。谷は土石流で流失しているけれど、ヤ  

 

写真 3-5 

 

写真 3-6 
 
マそのものの木は比較的残っているな、と分
かりました。こうした谷の木々は、流木とし
て計算されているのかもしれませんけれど、
実際には倒れてベタッと寝転んでいる状態
です。 
このヤマは、昭和 28 年の大水害の後に今

の家を建てたのですが、その際ここの木を伐
って建てたんです。その後、再造林したので、
多くは 60 数年生、品種は在来系の実生スギ
です。今、国交省が入って復旧してくださっ
ていますが、流木を堰き止めた木々も、片付
けるためには一緒に伐らないといけないと
言われて、立っている木は私が引き取りまし
た。これが 2012 年の北部豪雨のときの被害
写真です（写真 3-7）。元々、小川のような
細い川で、その谷の側に林道がありましたが、
流失してしまいました。それで林道を復旧し
て、延び延びになっていた間伐をようやく段
取りしていた矢先、今回の水害が起こりまし  
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写真 3-7 
 
た。この谷で最も広がってしまったところは、
幅 80m ぐらいあると思います。 
水害後、気になっている論調のなかに、ス

ギは引き抜きに弱いとの意見があります。で
もそれは間違っていると思います。森林総研
の論文の中に、根っこの引き抜きの強さにつ
いての論文があり、引き抜き抵抗力 N 値で
根っこの強さがわかります（表 3-1）。スギ
は 700～1,300 ぐらい、ヒノキは 800～1,100
ぐらい、直根のあるアカマツは 500、カラマ
ツは 400 と低い。広葉樹では、ケヤキが 2,500
と高いけれど、その他の広葉樹は皆 500～
1,000 です。数値には幅があるので、単体に
おいて強弱はあるでしょうが、スギが弱いと
か広葉樹が強いとか一概には言えません。 
それから、スギをみな伐って、広葉樹に植

え替えろという意見があります。しかし広葉
樹は、どこにでも植えれば育つ訳ではありま
せん。針葉樹もそうです。林業には「尾根松、
谷杉、中桧」という言葉、適地適木の考え方
があります。近代林業の父、土倉庄三郎の監
修した『吉野林業全書』という林業のマニュ
アル本には、スギ・ヒノキを地味によってど
のように植え分けるか、様々なパターンが詳
しく図示されています。そのくらい昔は、適
地適木に細心の注意を払っていました。しか
しそれが、広葉樹論者に通じるのか。森林問
題の難しいところは、感情論的側面が強いこ
とです。「なんでスギを植えたのか、カネの 

表 3-1 
 
為だろう」と怒り露わに言われたこともあり
ます。論理より感情が勝るのが人間です。あ
る一定以上の降雨量と土壌や斜面の傾斜な
ど、条件が重なればスギであれ広葉樹であれ、
土砂災害は起こります。次女が行っている広
島の大学の周辺に行ったとき、東広島市の
山々で表層崩壊が広範囲に起こっているの
を目にしました。広葉樹の山々でもそうなる
ことを認識しました。 
 

流木・倒木を使って 

こういったなんとなく重苦しい中で、災害
後に活動してきたことをお話しします。やは
り私は木材を活用する方でやって来た人間
なので、なんとか木の良さをアピールしたい、
そう思って流木の中から使えそうな木々を、
流木レスキューと名づけて集めました。その
製材したものが、九大の芸術工学部の学生さ
んたちの手によって、このようなスギのしお
りとして、生まれ変わりました（写真 3-8）。
水害の翌年、2018 年４月には、旧杷木町の
４小学校が統合され新設杷木小学校になる
ことが決まっており、３つの小学校名が消え
てしまいます。それで、学校名と校章を入れ
たしおりを学生さんたちが作ってくれて、３
校の生徒さん全員に配りました。また、特に
被害の大きかった松末小学校の子どもたち
とは、うちのヤマのスギの木を輪切りにした  
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写真 3-8 
 
ものと校庭の小石を使ってこのような時計
を卒業制作として作りました。子どもたちに、
しおりを渡すと嬉しい反応をしてくれまし
たよ。まず指で擦って、そのあと鼻に近づけ
クンクンとやると、ハッとして笑うんです。
子どもたちのスギに対する印象が変わった
ように感じて、うれしく思いました。 
もう一つの事例、先ほど紹介した流木集積

場の大きなクスノキをみて、九州大学の彫刻
家の知足美加子先生が龍を彫りたいと言わ
れ、一緒にレスキューしました。製材のため
表面の砂を洗い流しても、泥水に浸かって流
れてきているので木の割れ目に砂とか小石
が入っているんですね。それを製材すると火
花がでます。製材用の鋸が悪くなることもあ
るのですが、この火花が怖いんです。火花と
鋸くずとが一緒にサイロに吸い上げられて、
10 数時間経った真夜中に火柱が立ち、全焼
するような火事が製材所では多いのです。そ
んな訳で、製材所は火花が出るような木材を
製材することが物凄く怖いんです。そういう
危機感を抱きながら流木を製材しました。た
だ、流木が製材できないという訳ではなくて、
チェンソーとか簡易製材機ならばいいと思
います。こうして苦労して製材したクスノキ
材を知足先生が彫刻されて、ちょうど豪雨か
ら１年後の去年の７月５日、新設杷木小学校
へ、この「朝倉龍」を寄贈してまいりました  

 
写真 3-9 
 
（写真 3-9）。優しい目をしていて、クスノ
キの香りがすごくいいんです。子どもたちは
本当に喜んでくれまして、「流木が水の守り
神になってきて嬉しい」、「龍がいるからもう
災害が起きない」、「防災の象徴です」などの
感想をもらいました。少しは木に対する思い
も変わったかなと感じます。 
 

杉岡家と水害の記憶 

最後にうちのことをお話しします。昭和
28 年の筑後川の氾濫の時に杉岡製材所は全
部流されました。祖父はその直後、近くにあ
った被害の少ない桑畑、河岸段丘のような土
地を探してきて移転しました。その当時の被
害の様子は、この写真のような感じで砂だら
けで、流木があまりなく、あっても木が小さ
いですね。この時の水害は本流のオーバーフ
ロー、３日間で 1,000mm ぐらいの降水量だ
ったようです。 
昭和 28 年当時、日本中で同じような大水

害が起こったようで、山に木を植えないかん
ということになって拡大造林となったので
しょうが、とにかく人は災害が起こった時、
何かのせいにしたがります。東日本大震災の
時には原発事故があったので人災であるこ
とがわかりやすかった。しかし、そうでなく
ても人は人災にしたがるのです。阪神淡路大  
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写真 3-10 
 
震災のときは９割近くの方が圧死した。それ
は建物による被害なので人災だったとなり
ますし、昭和 28 年の時には伐りつくされた
ヤマのせいで水害が起こったと、今回の水害
はスギが多すぎた、だから林業政策が悪いの
だ、そんな感覚になってしまうのだと思いま
す。そういう感情を乗り越えて、冷静にいろ
んなものを直視して、一般解ではなくて個別
解で、例えば自分のヤマではどうすべきか、
ここの地質ではどうなのかと、個別に考えて
いかなければならないと思いました。そうい
う冷静さが必要だと思います。 
うちの話に戻りますが、昭和 28 年の時に

移転して建てた家の木材が、今回被害を受け
た松末のヤマのものでした。そのヤマには、
祖父が育ててくれた木があるのでよく通い
ました。他界して 15 年になりますが、一昨
年まで毎年、祖父の命日にはヤマに行って、
谷間の 100 年生くらいの一番大きな残し木
に酒をかけて、お参りすることを続けていま
した。根が張っていたので、その木だけでも
残っていてくれないかな、そう願っていまし
たが、残念ながら跡形もなく流されていまし
た。そんなある日、筑後川沿いの堤防道に流
木が積んであるところがあって、そこで目が
合うような木に出会いました。この木かもし
れないなと直感し年輪を数えたりして、河川
局の方に相談して、引き揚げてきたのがこの

写真です（写真 3-10）。 
また、知足先生からヤマを鎮めるためヤマ

ザクラを植樹しましょうとのご提案をいた
だいいて、昨年３月に木を植えてきました。
祖父の木があった近くに１本、ヤマの入り口
に１本植えました。そのとき思ったのですが、
スギ林の中にたった２本ヤマザクラを植え
ただけで、山林が公園になったようなワクワ
クとしたものを感じました。まだ１年という
のに、先週ぐらいまで桜の花が咲いていたん
ですよ。 
さて、被災したヤマの木ですが、流木を堰

き止めた方の木は用材として使えるので、う
ちまで持ってきました。それで、この木を使
って工場敷地内に木造の倉庫を建てようと
思っています。来週の月曜日から、既存の建
物を解体して、その跡地にこの図面のような
木造倉庫を建てます。今日は話しませんでし
たが、私はスギで作る板倉構法という工法の
普及に励んでおりまして、去年の西日本豪雨
の際には、福島県のいわき市で用途を終えた
板倉構法の木造仮設住宅を岡山県総社市に
24 棟移築するというプロジェクトにも携わ
りました。そのように災害と板倉構法という
テーマに取り組んでおりますので、自社敷地
内に板倉構法の建物を作ることには意義を
感じています。こんな風に、小さなうちの敷
地内においても、ヤマと木との、森林と住ま
いとの循環が、水害を機に起こっています。
豪雨水害があるから今があるのです。水害は
これからも半永久的に繰り返し起こると思
います。このとき忘れたくないのは、木もま
た被災した生き物であるということです。 

 

木・林・森をみる 

木を見て、活用に励んでいますけれど、十
分に森も見ているつもりでいました。けれど
も、実は森は見えていなかったと反省してい
ます。人が植林した林は見ていたけども、本
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来のその地にあるはずの森とはどういう姿
なのか、それは全く考えていなかったと思い
ます。 
昨年２月、南三陸に行ったとき、そこには

青島と呼ばれる小さな島がありまして、宮城
県なのに全て常緑樹の森があるんです。すぐ
近くには社とも言えないような小さな杜（も
り）があって、タブノキの森でした。東北地
方にタブノキの森があるのかと驚きました
が、そのような観点で森とか林は見ていなか
った。これまでの私の提案は、木材活用ばか
りだったと反省させられました。国もそうで
す。林野庁といいますけど、「森林」の「森」
が外れて「林」だけの林野庁という名です。
しかも今では「林」から木が一本取れて「木」
のみの、木材活用ばかりの木材産業省ではな
いか、などと思います。しかし、私自身がま
ずはそうだった。今、これからの日本のヤマ
について考えています。どんな森林に育てて
いけば良いのでしょうか。樹木である「樹」
と、木材としての「木」、その両面から適地
適木を考えていく。それは個別解であるはず
で、その山々に合わせてもう少し細かくデザ
インする必要があるのではないか、と思って
います。 
また、木材活用の側面からの啓蒙活動では

限界があると感じます。今は新築着工数が年
90万棟ありますが、もうすぐ 60万棟になる。
そこに平均２人住むとして、120 万人が木材
活用の対象者となった場合、人口比率で１％
です。しかもそのうち、国産材を使う人が何
割いるのかと計算していくと、どんどん分母
が小さくなります。森林は国土の３分の２を
占めている。森林の問題は一億二千万人が対
象の問題なのです。しかし、木材活用だけだ
と、コンマ数パーセントの話にすぎなくなる。
これからの森林を考えるとき、スギに対する
人々の感情が変わらなければ、良い計画は立
てられないと思いますし、そのためにはどう
すればいいのか、考えています。人が木を植

えるという文化について、もっと深く考えて
いきたいと思います。 
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陸前高田での記憶 

行橋市で不二納事の代表を務めています。
私は現場人の視点から災害復興とまでは言え
ませんが、これまで活動してきたこと、私が
思っていること、現地の人がどういう風に思
っているのかということを代弁したいなと思
ってきました。 
東日本大震災で奇跡の一本松で有名にな

った陸前高田にご縁がありまして、縁と言っ
ても実は他に復興支援に行くところがなか
ったんですね。震災直後とにかく何かそうい
う思いに駆られて行ったのですが、なぜ行っ
たのか、なぜしたのか、と自問自答してもな
かなか言葉に出ないですね。その時は退路を
断って九州に帰ってこないでもいい、とにか
くやるだけのことをやってみようという気
持ちで行ったんですが、今日はその心とか魂
の話をしたいと思っています。実は、私もデ
ータに基づいた話題を用意してきたんです
けども、それよりも人の魂があれば何とか乗
り越えていけるのではないか、災害でもなん
とか手を合わせて取り組んでいけるのでは
ないかと、そういう話をしたいと思っていま
す。 
私は復興支援で東日本、朝倉、熊本、呉、

に行かせてもらいました。そもそも、私は現
場人として、お客様ボランティアで行くのを
好まないタイプなのですね。現場人として費
用対効果を出せるようなことをしたいと思
って、実は阪神淡路大震災のころから胸の中
で自分がそういうことに活動する場合は自
己完結型で行くんだと思っていました。自己
完結型って結構難しいことなんですね。怪我  

 
をしても何をしても全部自分で、たぶんそん
なことはできないですよね。だけどそういう
気持ちを持って取り組んでいきたいという
思いがありました。 
東日本大震災の直後、何から手を付けてい

けばいいかということも何も分からないま
ま、高速も遮断していてどうしていけばいい
のか紆余曲折しながら、深夜車を走らせ 27
時間ぐらいかけて行きました。明け方、陸前
高田の町を見たときに、私も多少のことでは
ひるまないのですが、あの光景を見たときに
「これっていったいなんなんだ」「人間って
何なんだ」「あのエネルギーって何なんだ」
と思いました。夜が明けてきて、統括ボラン
ティアの方、地元の方とお会いしてお話をお
聞きするんですけど、九州の人は心が熱いと
か、九州男児だと言ってもてはやすんですよ。
私言いました。「いい加減にしてくれと、そ
んなんで来たんじゃない、私は学位も教養も
ないかもしれない、とにかく現場をみさせて
くれ。」と。統括ボランティアの方が顔色を
変えていました。後で聞いたんですけど、そ
の方にそんな啖呵を切ったのは未だかつて
あなただけだと。それが縁で今では兄弟のよ  

 
写真 4-1 高田松原の伐採風景 

話題提供 

講 師  吉元 俊憲 氏（林業現場人、不二納事 代表） 
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うな付き合
いをしてい
て、復興を見
届けるでは
ないですけ
ども毎年訪
れています。
そして、膨大
な税金を使
って、住民も
あまり喜ば
ないような
人工構造物

を作っています。三陸を車で走ると思います
けど、風光明媚な景色は見られません。それ
は果たして美しい国なのかと。今私たちが林
業の現場人として末席で疎まれています。私
は言いにくいことも結構いうので、でもそう
いう愚直さが必要じゃないか、そういうこと
を言う人が必要なのではないか、と色々活動
をしています。 
私は、元は百姓なのですね。なぜ林業をす

るのかとよく聞かれますが、単刀直入に人が
嫌いだからと言っています。分かっているか
分かっていないか分からないのですが、ほぼ
私の容姿を見て納得してくれます。でもです
ね、そういっても私はある特定の人たちが嫌
いなだけで、本当に親しい人たちとの付き合
いはさせてもらっていました。復興支援って
言葉はすごくいいし、ボランティアってえら
く耳にやさしいような言葉ですが、私はボラ
ンティアという言葉が大嫌いなんです。なぜ
かというと、それは白人社会が作った言葉で、
日本はお互い布施の心でやっているんじゃ
ないか、私はあなたのためにどんなことでも
できますよというのが本来の日本のあり方
ではないのかと思っているんです。ボランテ
ィアに行くと、行政とそこの特定業者さんと
の色んな駆け引きがあって、圧力がかかって
くるんです。そんなことないよとよく言われ

ますが、実はよくあるんです。 
奇跡の一本松で有名なところの津波で被

害にあった海岸のマツ林の材を私たちが搬
出しました。これは材として有効活用すべき
だと。それはもうマツの姿ではなくて、へし
まがったような、どんな力がかかったのか、
なぜそんな風になるのかというところから
木を出すんです。私がそこにチェンソーを持
って入って生還できる確率というのは 20％
ぐらいの確率でした。それだけ危険だった。
そこで出してくるのは 340 年ぐらいの大木
なんです。最高のタイミングだったと思うの
ですが、そういう圧力がかかってきてもひる
まずに、闘いました。地元の方とか製材会社
の方とも闘いました。 
ちょうど京都の仏師の方が「仏を彫りたい

んだ、吉元さん木を出してくれ、あなたに任
せる」と言われて出しました。これが、後で
半年ぐらいたって、京都の芸術村で大日如来
像というのを彫るんだと聞いていたんです
けど、被災地の鎮魂と復興の祈りを込めて、
一人一人がノミのみを入れていくというこ
とをしていました。たまたまブータン国王が
来日した折に、鎮魂のノミを入れていただい
た。そしてそれが清水寺に奉納されるという
形になっていったんですね。そんなことは全
然私は分からなかったのですが、もし私があ
の時に行政とか団体にひるんでいたらそれ
はできなかったことだと思うんですね。なぜ
そんなことをさせたんだ、私はなぜそんなこ  

 
写真 4-2 高田松原の伐採風景 



「第 13 回森林と市民を結ぶ全国の集い in福岡」から 10 年企画 

 

－24－ 
 

とができたんだといつも自問するんです。結
果は出ませんが、たぶんそれは神様とか私の
潜在意識とかあるいは山神さまとかそうい
った方々にお前だったらできるんじゃない
か、お前だったらそういう試練に耐えられる
のではないかと言われているような気がし
てそういうことやらしていただいた気がし
ます。 

 

北部九州豪雨の記憶 

 朝倉もそうです。私は災害があって、１日
ぐらい経ってから行きました。橋げたに流木
が堆積していました。その時は本当に悔しか
ったです。私たちだったらあの流木は速やか
に撤去できる。そしてその流木を使って仮設
道を作って、自衛隊車両や消防車両をいれて、
人命救助ができると、でもそれができなかっ
たのが悔しかった。それから数日後松末の前
町長さんと陸前高田でお会いしました。「私
のところが被災している」とおっしゃったの
で、応援させてくださいと行ってみると納屋
とかに流木が刺さっているんですね。僕らそ
んなの復旧できますよ。でもそこはまだ行方
不明の方がいて消防庁の捜索対象の地域だ
ったんですね。我々だったら本当に迅速に対
応できるんです。でも消防庁は高性能機械を
持ってくるんですが、アタッチメントもつけ
ないで、することはワイヤーで引っ張って一
本ずつ出していました。あまりにもしびれを
切らして、そこの隊長さんにお手伝いをさせ
ていただけませんかと聞きました。そしたら
ぜひお願いしますと言ってくださいました。
そうすると水を得た魚ですよ。石が入ってい
ようが何しようが、木を玉伐って速やかに出
しました。レスキューの方 60 人ぐらいいら
っしゃいましたが一列になって見ていまし
た。 
その関係から是非ともご教授願いたいと

言われて、今「GIT 九州」というチェンソー

を使う、安全なチェンソーの取り扱い、災害
に対する活動をやらせてもらっています。み
んな愚直な方で、そういった活動に対しては
全面的に協力するとやらせてもらっていま
す。災害に強い森林づくりとは言葉では簡単
ですが、なかなかそういうわけにはいかない
と思いますが、マスコミとか学者がネガティ
ブキャンペーンとか住民の不安をあおるよ
うなことを言っても何にもなりません。それ
よりももっと大事なことは、いかに各々が手
を合わせて力を出し合うかということだと
思うんです。じゃあ人工構造物を作って、そ
の里山がいい景観なのかというと、私はそれ
は景観ではないと思います。じゃあ安全なの
かというと、それよりももっと大きな災害が
来るかも知れません。その時には逃げるしか
ない。 
 

林業の労働災害と技術 

 伐採もそうです、逃げるんです、退避する
んです。そうすれば安全なんです。ケガをし
ない。それを「私は名人」と言って一切退避
しないとか、事故とはそういうことなんです。
その林業災害、すごく事故が多いんです。日
本の産業界いろんなところで一番死亡事故
が起こっているのが林業なんですよ。悲しい
かな。それははっきり申しまして、行政が徹
底していないんです。もう少し行政がしっか
りヤマの中に入って行って監督すれば少し
は変わると思いますが、災害事例をみても、
ここで申しますが飲酒で災害が出たという
事例、未だかつて読んだことないんです。で
もかつては、飲酒で作業をやっている林業者
たくさんいたんじゃないでしょうか。たまた
ま事故を起こさないだけであって。 
でも私たちは、そういうことだけでなくて、

いかに安全な取り扱いをして、災害に向き合
って、本当にプロの災害被災地先行伐開とい
つも言うんですが、災害被災地にそこに行っ
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て先行して伐開して、自衛隊、消防庁の方を
入れてあげられるような取り組みをやって
います。それで、そのプロの人材育成を日本
森林管理技術・技能審査認定協会という一番
厳しい審査規定に基づいて活動をやらせて
もらっています。色んなデータもありますが、
机の上には災害はないんです。いつも現場で
す。現場で活躍できる人材育成こそがこれか
らの林業を担う担い手だと、そういう林業が
あってもいいんじゃないかと私は常々提案
しています。 
 

陸前高田の天神大杉 

最後になりますけど、ちょっと活動のビデ
オを２分ぐらいですのでご覧ください。（ビ
デオ上映） 
この天神大杉は５年間ぐらい協議をして

やっと伐れたんですね。奇跡の一本松は奇跡
と呼ぶけれど、奇跡ではないんです。流体力
学を知っていたらあれは残るものだった。そ
のネーミングとそれを発信したことによっ
て世界からすごい援助が来た。だから切り倒
せなくなった。この天神大杉と一本松は木の
ために伐った方がいいと、さんざん言いまし
た。だけどそれはできない状態だった。この
天神大杉もそうでした。大杉の前で誓いまし
た、私は伐って見せますと。しかし、これに
も圧力がかかりました。クレーンのゴンドラ
作業は危険なので、できないというんです。
じゃあどうするかというと山側にワイヤー
を張って山側に倒すと言われました。あれ一
玉７t あるんですよ。そしてその木を山側に 
倒すと、とんでもない話ですよ。私は時間を
下さいと言って、労働安全規則の本を読みま
して、何か策がないかと考えました。そした
らありました。それを労働基準監督署と協議
をして、その一文を持って、ゴンドラも自分
で設計して強度計算までして、向こうの監督
署は、警察署まで送ったとか、当日も厚生労

働省の役人が二名立ち合って伐りました。一
日中雨が降りましたが、その日一日作業して
私は帰りました。 
そういうことができるのは何かといった

ら、やっぱり魂なのではないかと思うんです。
そういうことが大事じゃないかなと、愚直に
も思っています。だからみなさんもそういう
形で災害があろうが、何があろうがみんな何
とかやっていこうぜという気持ちになって
ほしいと私は今日ここに立っています。 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 4-3 天神大杉の伐採風景



「第 13 回森林と市民を結ぶ全国の集い in福岡」から 10 年企画 

 

－26－ 
 

 
※基調講演・話題提供の後に、15 分程度トークセッション（参加者同士の少人数の意
見交換）を挟んで、ディスカッションを実施した。  

 
志賀：みなさん、付箋紙での質問をありがと
うございました。全部にお答えいただく時間
はありませんが、一通り読み上げて、そこか
ら講師のみなさんにいくつかお答えいただこ
うと思います。 
福島先生へは技術的な質問が多いようで

す。「400 年後の後価（こうか）の話をもう一
度解説お願いします」、「スギ苗を挿し木でな
く育てたとしたら根の深さは挿し木より深く
なりますか」、「奥八女で伐採が進んでいます
が、スギ苗不足の問題が出ています。現状と
対策をお教え願います」、「これまでの災害復
旧で一律一定割合広葉樹を植えるという補助
事業は間違いだったということでしょうか」、
「強度間伐で複層林化するのが望ましいと思
いますが、台風被害が怖く、なかなか踏み込
めません」、「コウヨウザン、チャンチンモド
キ、センダン、ホウノキ、ヤマグリ、ヤマザ
クラ、ユーカリ、ポプラ等の早生樹造林はい
かがでしょうか」、「深度の深い木としてコナ
ラを挙げていました。クヌギも直根系で生長
が早い木です。なぜクヌギは良くないのでし
ょうか」、「食害はシカだけですか？ウサギも
食害するのではと思います」といただきまし
た。 
杉岡さんへは、「スギを植えすぎた反省は

分かりやすく表明する必要があると思います。
その上で今後も適地には植えるべきだと思い
ます」、「なぜ木を植えるのか？（お名前が）
杉岡だから、でいいのではないでしょうか」
というご意見、「立ち枯れの木も材として問題
なく使えますか？枯れてからどれぐらいの期

間までなら材として使えますか」とご質問で
す。 
吉元さんへは、「いつもながらとても心に

響きました。ありがとうございます」という
感想、「災害復旧支援をしたいなら、まず現場
に行って被災者の横にじっと座ってその人が
言葉を発するまで待つこと、一般的なセオリ
ーの復旧では対応できないことが沢山あるこ
とを私たちは正解ではなく成解として復旧活
動を続けていきたい」と心構えをいただいた
方もいらっしゃいました。 
 
福島：400 年後の後価について、広葉樹を植
えることは大賛成です。ただ、今日本は借金
を抱えていますね。個人が家計経済的に植え
るのは自由ですが、これを行政や国に求める
と 400 年で 7 千 700 万円の借金になる計算で、
子孫にその借金を残すということです。だか
ら家計経済的に広葉樹を造林するのは賛成で
すが、地方自治体でやるとなると経済概念を
考えてもらいたいということです。 
それから、コウヨウザンやユーカリの造林

の話では、木材流通を考えないといけない。
戦後、吉田茂が色んな外来種造林を普及した
のですがほとんどがつぶれてしまった。例え
ば、テーダマツやスラッシュマツは１本だけ
植えても流通されずにヤマに捨てられてしま
った。ところが皮肉なことに、日本はニュー
ジーランドからテーダマツやスラッシュマツ
の材を買っています。市場に常時出材されな
いと流通されないんですね。だから新しい外
来種を植えても、流通に相当するような面積

ディスカッション 

進 行  志賀 壮史（ふくおか森づくりネットワーク） 
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的な広がりがないといけない。あの樹種は生
長が良いというだけでは林業として成立しま
せん。 
食害については、ウサギの食害もあります。

明治 14 年ぐらいに添田の方で銀杏を植えた
ら全部やられたという報告があります。ウサ
ギも大変な被害を与えます。 
それから、挿し木と実生のスギで実生にし

たら直根ができるという情報は誤りです。挿
し木であろうと実生であろうとスギの場合は
直根はありません。 
 
志賀：杉岡さん、いかがでしょうか。立ち枯
れの木について質問がきています。 
 
杉岡：立ち枯れの木は結局中が腐っているの
で、木材としては使いにくいと思います。か
なり大きい木の中が空洞になっていて側の方
を使うということはあるけれど、なかなか厳
しいということです。 
 
志賀：質問の意図は、流木のことかもしれま
せん。流木の場合も一緒ですか？ 
 
杉岡：流木の場合は、二つ考え方があって本
当に一度水に浸かってしまった流木はダメで
すね。泥水に浸かるので木の裂け目に砂が入
ります。それが製材の際に刃を痛めるし、火
花で火災の恐れも出てくるので難しい。被災
木は一部使っていますが、山崩れしただけの
木は水に浸かっていないので、利用は可能で

す。ただ、
台風で傾い
たまま立っ
ている木、
例えば平成
３年の台風
で傾いたま
ま立ってい
た木を製材
すると中に
は「アテ」
と呼ばれる
部分ができ
ていて、製材すると変形しやすい。基本的に
質がいい木を使うのがいいと思います。 
スギを植え過ぎたというのは、祖父にもあ

ったのかなと思います。私は子供の時に祖父
とクヌギを植えた記憶があります。祖父の時
代に植えられたヤマは、私の代では間伐の手
入れのみで、全伐してスギを植えることはあ
りません。ただ、日田の方にあるヤマが台風
被害を受けて８ha ほど広葉樹を植えたこと
はあります。自分でお金を出して広葉樹を植
える分は自己完結で利益にならなくてもやれ
ばいいのですが、それを流通させて林業とし
て成り立たせるということは全く考えられな
い。やはりスギに取って代わるものはなかな
かないと思います。例えば、魚の養殖がタイ、
ブリ、ヒラメなどしか養殖できないのと同じ
で、植林は木を養殖すること、稲を植えるこ
とも稲を養殖することなので、ある程度有益
なものでないと成り立たないわけですから、
養殖するという考えで樹種を考えないといけ
ないと思います。 
 
沢畑（参加者）：質問の意図は、杉岡さんが植
えすぎたということではなくて、私自身、山
村の住民として明らかに植え過ぎたところが
あると感じています。 
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杉岡：明らかに植えすぎたところはあると思
います。 
 
沢畑（参加者）：急傾斜や尾根の上など、それ
はやりすぎたなと認めた上で、今後もスギは
植え続けるのが良いなと思います。 
 
杉岡：拡大造林の時にただ単に拡大しすぎた
ということですね。草地がスギ林に変わった
ところが多いのです。昔は茅葺屋根用の萱場
（カヤバ）が多くて、３割ぐらいは草原だっ
たと言われています。今では草原は１割以下
ですからそこがスギ林に変わっていった。そ
れに加えて、雑木林まで伐ってスギを植えて
しまった拡大造林の非というのは感じていま
す。しかし、意外と尾根筋のスギ林は今回の
災害でも被害がなく、谷筋しかやられていな
い。拡大造林は間違っていたと言われていま
すが、治山治水でいうとスギ・ヒノキはちゃ
んと機能しているということも逆に言えるの
かもしれません。 
 
志賀：ありがとうございます。吉元さんには
感想をいただいています。他の講師の方のお
話を聞いた感想ですとか、今のお気持ちをお
尋ねしたいと思います。 
 
吉元：食害に関して、奇抜すぎてついてこれ
ないかもしれませんが、昔は農家や林家が犬
を放し飼いにしていました。犬は群れの動物
で、狩りをする遺伝子を持っているので、放
し飼いにしていると里山にシカやイノシシが
降りてこないんですね。もっと良いのはオオ
カミを放すことですよ。オオカミを放すとた
ぶん 30 年ぐらい経てば下層植生もできて健
全な森になりますよ。外国にはそういう事例
があります。そういう法律ができれば、たぶ
ん害獣も駆除できると思います。 
 
志賀：ありがとうございます。オオカミに関

しては、一つの思考実験や例えとして、とい
うことかもしれません。 
最後に、それぞれの講師のお話を聞いて、

ご参加の皆さんとお話をしてどう思ったのか、
感じたことがあったら感想をいただいて終わ
りにしたいと思います。 
 
福島：今日は、杉岡さんが自分のご先祖さま
のことを非常に苦しそうに表現していたのが
気になりました。我々森林・林業に携わって
きた人は、１ドル 360 円の時代に拡大造林を
普及しました。その時代では年間 ha あたり
５㎥生長すれば、人工造林をするのが暗黙の
了解で、一生懸命植えてきた。マツの木は炭
鉱の坑木用に伐採して、その後にスギ、ヒノ
キを植えてきました。マツは松枯れが出るの
であまり植えませんでした。今、１ドル 110
円時代になって、外国の木材と日本の木材の
価格差が３分の１に縮小された。昔のレベル
で考えて造林したことを３分の１の時代の
我々が反省しないといけないことは非常につ
らいことです。これから先、国際競争に打ち
勝っていくためには、何とかコストを安くす
るとか、みんなで背負って行かないといけな
いと思うんです。 
 
杉岡：災害直後は本当に苦しい状態でしたが、
私自身は気持ち的にはもう前に向かっていま
す。先ほどは被災したヤマしかお見せしてお
りませんが、それ以外のヤマは結構健全なヤ
マが多く、一番広い黒川の 15～20ha のヤマ
は無傷です。被害のないヤマに行くととても
嬉しいです。祖父が植えて育てた木は、祖父
自身は全く収穫しないわけです。子どもとか
子孫に対する愛情の形なんですね。その愛情
を疎ましく思うのか、ありがたく次世代に渡
すのかということですが、私は植えてもらっ
た木を収入のために全部伐りたくありません。
それは愛情そのものですからね。子孫に美田
は残すなという言葉がありますが、やはり林
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はある程度美
林を残しても
らわないと、
途中で引き継
いでも美林に
はなかなかし
にくいと思い
ます。そうい
った意味で、
祖父から受け
継いだ木を私
自身がどのよ
うに私の子孫

に残していくのか。祖父は本当にヤマ好きで
宮崎県の諸塚村にまでヤマを買うほどでした。
今回災害が起こった後、ヤマを歩いて祖父の
存在をものすごく身近に感じました。私の代
には祖父とヤマに行った記憶が残っているの
で良いのですが、私の子供では少なくなって
います。私には子供が３人いますが、もし孫
ができたら、私が祖父に連れて行ってもらっ
たように色んなヤマに連れて行こうと、私が
持っているヤマへの愛着の何％かでもいいの
で持ってもらおうと考えています。私は森林
を受け継いだという役割の一方で、木材を活
用する仕事をしています。愛情を持って木に
接してそれを共有してくださる方たちと活用
の輪を広げていくなかで、自分の子供たちだ
けでなくて働く人たちやそういう方たちに気
持ちをつなげていけたらなと思っています。 
 
吉元：杉岡さんとは先ほどお話させてもらい
ましたけど、林業人として目先の損得はいい
加減にしてくれ、それよりも 100 年ロマン、
200 年ロマンの話をしようぜというような話
をしました。自然界の公益的な機能を金銭に
換算するととんでもない金額になりますが、
もう少しその目先の損得にとらわれない、そ
ういう林業があってもいいんじゃないかと思
います。林業人、現場人としてやっています

けど、そんな蓄財できるような生業ではない
ですがやっています。それは魂からですよ。
みんなの笑顔が見られたりとか、お互いが助
け合ってできるというような、そういう林業
があってもいいのではないかと、もう少しホ
ワっとしたものがあっても一次産業は良いの
ではないかなと常々思っています。 
 
志賀：ありがとうございました。今日は 10
年前の「集い」を思い返そう、というイベン
トでもありました。その時の分科会のテーマ
は、林業、環境税、森林ボランティア、山里
の暮らしの四つでした。この 10 年で、私た
ちはいくつかの災害を経験し、森の見方も変
わってきなと感じます。今日は福島さんの科
学的で歴史的なスパンで森を見る視点、杉岡
さん、吉元さんのその場の当事者や現場の人
としての視点を共有しました。多くの人に広
めるという意味では報道も、書籍も、論文も
大事だと思いますが、このように集まって多
様な視点、森について語り合う場が持てて良
かったなと思います。 
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交流会「九州の森づくり交流会」は本シンポジウムの交流会と、「第 13 回森林と市民

を結ぶ全国の集い in 福岡」から 10 年の再会と情報交換の二つの意図を持って企画した。
交流会では「第 13 回森林と市民を結ぶ全国の集い in 福岡」（以下、全国の集い）へ実
行委員やパネラーとしてご尽力いただいた３名をゲストに招き、この 10 年間の森林と
のツナガリの変化や想いなどをご発言いただいた。  
 

ゲストプロフィール  
田島  信太郎  氏（田島山業株式会社  代表）  
民間企業勤務を経て、1985 年に家業を継承。一般社団法人九州経済連合会・農林水

産委員会林業部会委員などを歴任。著書に「断固、森を守る」（PHP エディターズ・
グループ、2019）がある。全国の集いでは副実行委員長、全体会トークセッション「森
の見方を知り、森の味方になろう！」のパネラーをつとめた。  
 
沢畑  亨  氏（水俣市久木野ふるさとセンター愛林館  館長）  
民間企業勤務を経て、「愛林館」館長に全国公募で選ばれ、1994 年から現職。著書

に「森と棚田で考えた」（不知火書房、2005）がある。全国の集いでは実行委員、全
体会トークセッションのパネラー、第４分科会「森が育む暮らしと文化」の進行役を
つとめた。  
 
矢房  孝広  氏（宮崎県諸塚村企画課長兼地方創生担当課長）  
建築設計事務所勤務を経て、1995 年諸塚村役場入庁。諸塚村企画課長、産直住宅推

進室事務局長を経て現職。全国の集いでは全体会トークセッションのパネラー、第１
分科会「伐って使って森を守る」のパネラーをつとめた。  

 

ゲストスピーチ  

田島  信太郎  氏（田島山業株式会社  代表）  
大分県の中津江村で林業をやっています。

10 年前の全国の集いでパネラーをやった頃
は、所有する森林で主に森林ボランティアの
受入れと環境教育のプログラムをやってい
ました。当時と比べても残念ながら世の中は
あまり変わらないね。林業を誰もわかってな
いので、延々と学生を集めて数千人も教育を

したけど、毎年新たに入って来る学生はやっ
ぱり何も知らない。教育の価値はあっても、
世の中を変えるにはつながらないと感じた
ので、７～８年くらい前からは経済界に訴え
ています。 
今、主に（一社）日本プロジェクト産業協

議会（JAPIC）の林業復活・地域創生を推進

交流会「九州の森づくり交流会」 

進 行  小森 耕太 氏（ふくおか森づくりネットワーク） 
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する国民会議、（一社）九州経済連合会の林
業部会などに委員として参加しています。最
近は毎月東京に行って色々やっているけれ
ど、いっこうに林業のことを理解していただ
いてない。そこまでやってもダメなので遂に
本を書きました。明後日発売されますが、「断
固森を守る」（PHPエディターズ・グループ、
2019）です。 

10 年前の全国の集いで林業は厳しいのに
なぜやるのかと聞かれました。それは「ダン
ディズム」であると答えました。ダンディズ
ムの意味は、主に二つあると思っています。
一つ目は、親からもらったから「断固守る」
です。理屈抜きで、経済的に良かろうが悪か
ろうが、もらった森は必ず守る。もう一つは、
「貧すれば鈍する」というけれど、ダンディ
ズムですから貧しくても決して鈍しないん
です。この 10 年間、この二つはしっかりや
ってきた。 
うちの木を使って家を 18 軒建てました。

それから木造の高層ビルを建てるというこ
とで、宮城県仙台市で三菱地所のビルを竹中
工務店と一緒に建てました。最近では、渡辺
美恵さん（木の和設計  一級建築士事務所 
代表）が設計して、福岡市のケヤキ通りにカ
フェを作っていただきました。それから、
NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産
業技術総合開発機構）と一緒に、ヤマに出る
林地残材の活用に取り組みました。やれるこ
とは必ず受けて全てやっています。それでも
ダメです。それでもダメです。何がダメかと
言うと、まるっきり合わないです。原木市場
にはうちの木は行かない。消費者のところに
直接届けます。この間、ある製材所に持って
行ったら、製材所が「市場を通して買った木
の方が安い」というんです。つまり流通を簡
素化した上で私が「採算が合う金額」を提示
したら、流通を通して原木市場に出した木の
方が安いと言うんです。どうしてか。これは
何かが間違っている。 

森林ボラ
ンティアを
やって、経
済界をやっ
て、本まで
書くという
のは、私は
元はビジネ
スマンだっ
たからで、
だから東京
と田舎の間、
市民と林業
の間にいる
人間として、きちんとアピールしないといけ
ないと、そういう役目だと思っています。私
は 10 年経って、みなさんにぜひお願いした
いのは、何かがおかしいだろう。何かが絶対
におかしい。採算が合わないと言っているの
に木を増産するのはおかしい。家は建たない
と悩んでいるのに木を増産するのはどうい
うことか。おかしいじゃない。要するに、採
算が合ってないのにばかすか伐って、大分県
は 130 万㎥出しているそうです。わずか数
年前の倍増です。毎年 100ha を地元の森林
組合が伐っているんですが、人がいないので
跡地の植林や下刈りに困っている。「だった
ら伐るのをやめたら」と言ったら会議がしー
んとなったんです。どうも私は言ってはなら
ないことを言ってしまったようです。「おか
しいじゃん。100ha 伐っても過疎化で人がい
なくて植えられないでしょ」そしたら苗木業
者が手を挙げて、「苗木はそんな大面積の跡
地に植えるほどたくさんはありませんよ」と
言います。これはどう考えてもクレージー。 
みなさんが守りたいと思っている森林は

崩壊の途上にあります。国の森林環境税の話
も、「まさかと思うけど税金を使って森林を
破壊するような真似はしないよな」と思って
います。私は林業をやっているけれど、森林
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ボランティアが今日の参加者には多いんで
しょ。君たちは森を守る都市側の人間かもし
れない。みなさんが守るべきなんです。守り
たいけど、どうやって守って良いかわからな
いなら私のところに来てください。今までの
林業経営者のようにだまって木を伐って原
木市場を出していたのでは合わないです。で
もやれることは 120％やって、それでも合わ
ないんだから、世の中が間違っている。50
年掛かって、１ドル 360 円のときに植えて、
250 円のときに育てて、100 円のときに売っ
ているんだから合うわけがない。プラザ合意
のその年に親父が死んで家を継いだので私
は「林業が良かった頃」を全然知らないけれ
ど、まさに「ダンディズムに懸けて」続けて
います。私はかつて西武で堤さんの秘書とし
て一緒に仕事をしていましたが、堤さんが何
度も電話をくれて「田島いいかげんに帰って
こい」と言われましたが、それはダンディじ
ゃない。粋じゃない。自分なりに自分の信念
があるかどうかでしょ。でも、どうやっても
なかなかうまくいかないので、こうやって味
方を作りに来ているんです。 
この間二つ大きな講演依頼がありました。

日本建築学会と日本デザイン学会です。理由
は「林業が成長化産業に入っているから」だ
ったそうです。僕が驚いたのは、講演録が届
いたけども、意味不明の日本語がきました。
あそこで２時間話をしたけど、聞いている人
達は何のことか分からなかったんだという
ことです。建築学会なんかに呼ばれて話をし
て、景気がいいんだというふうに思われてい
るんだろうけど、現実はそうじゃない。今日

は県の方もおられるけど、森林の担当なんで
しょ。民主党の頃から成長産業なんて言われ
ているけど、中津江村に誰か喜んでいる人間
がいるんですか。いませんよ誰も。林業をや
っている人で儲かっている人なんていない。
私は他よりはちょっとましと言う程度で成
功例でもなんでもない。一生懸命やっても採
算ラインから落ちている。そういう状態であ
るということをみなさんなら知っているで
しょうけど、なんと林学科の学生でも知らな
かったりするんです。ぜひみなさんには、ダ
ンディだとか言いながら歯を食いしばって
やっている奴がいるんだということを知っ
てもらいたい。森林を守るにはどうしないと
いけないか。やり方は二つだと思っています。
一つは国有林に全部するんです。これは最低
のやり方。二つ目は優秀な民間の経営者に任
せるということです。その競争があるなら私
は乗るよ。したがってなんとか解決策を探そ
うと頑張っているけれども、この 10 年間で
実は悪い方向ばかりに行っている。森林破壊
は進んでいると思います。10 年経って、私
はあれからも頑張っています。みなさんも森
のことを忘れずにいて欲しいと思います。 

 
 
沢畑  亨  氏（水俣市久木野ふるさとセンター愛林館  館長）  
 熊本県水俣市の川の上流に住む、上流社会
の者です。今日は、下々の方と一部上流の方
と触れ合うことができて良かったです。ダン
ディ田島が熱く語っていましたが、当時、全

国の集いの現場にいましたので大変印象に
残っています。私は森づくりでは 21ha の広
葉樹林をボランティアと一緒に育成してい
ます。林齢は 16～20 年になって、植えたと
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き鉛筆くらいだったのが今は胸高直径が一
升瓶くらいになっています。私がやっている
のは森づくりですが、それは手段であって目
的は世論形成だと思っています。田島さんと
一緒で、理解する人を増やさないといけない。
森林の公益的な機能というよりも森の恵み
に対して金をくれと。そういう意見を広げる
ための手段だとして森を育てています。 
日本で現実的には８割くらいの人が街に

生まれ育っていて、団塊の世代は田舎生まれ
が街に移住した人が多かったけれど、今では
街に生まれ育った人ばかりで、森林予算の必
要性がわからない人たちばかりで、ここにい
る人は街に生まれたけれども森林に行くの
で、そこそこ分かっている人が多い。でも世
の中は圧倒的に分かってない人たちばかり
なので、そこにどうやって訴えていくのか頭
が痛いところです。今日、話を伺いましたが、
ぼやっと思っていたことに裏付けができた
ので大変勉強になりました。私は北部九州豪
雨の直後に高校の同窓会で話をして、すごい
雨であってスギやヒノキのせいではないと
言ったけれども、何人かには分かってもらえ
たんですが、今日はその裏付けが数字でもで
きて大変安心しました。 
ちょっとでも訴えて世論形成を図ってい

るつもりで
すが、今度、
国が森林環
境税を始め
て森林経営
管理法がで
きて、現状
ではものす
ごい勢いで
皆伐が進ん
でいます。
しかも土地
ごと伐採業
者に売るので、伐採業者が大きな地主になっ
ています。せっかく大地主がいなかったのに
大地主が出てきたことが大変心配で、そこを
なんとか食い止めないとと思っているんで
すがなかなか食い止めるには至らない。うち
の地域には 4,000ha のヤマがあって、そのう
ち 20ha は私のヤマなので 0.5％。そのくら
い健全な森を育てて、だからなんだという話
になりますが。田島さんの 1,200ha とはえら
い違いですが。それでもちゃんと育って薪ス
トーブの燃料くらいは自給できるようにな
りました。今後、続けて世論形成をやってい
きたいと思います。 

 
 
矢房  孝広  氏（宮崎県諸塚村  企画課長  兼  地方創生担当課長）  
今日の交流会のことについてメールが届

いたのですが、テーマが災害のことだったの
で、正直なところ難しいなと思ったんです。
諸塚村も平成 17 年に台風災害で大きな被害
を受けているんですが、山そのものよりも、
水害でした。電源開発用のダムが集中してい
る流域なので、ダムの調整機能の問題で被災
しましました。かなり大きな被害があって、
ボランティアの人にもだいぶ助けて頂いた
んです。ただ、被災地とは言っても、災害は
かなり難しい課題なので、自分に発言できる

内容があるのかと思ったんです。個人的にも
別にイベントと重なっていて、平成最後の４
月生まれの会とか、大学の OB 会があったん
ですが。でも、今日は本当に来て良かったで
す。 
針葉樹林より広葉樹林の方が災害に強い

という話が当たりまえのように言われがち
ですが、今日は福島先生から非常に良い話を
伺いました。それに、杉岡さんのお話にあり
ましたが、プロトタイプでやろうとしないこ
とです。地域のやり方が大事で、地域によっ



「第 13 回森林と市民を結ぶ全国の集い in福岡」から 10 年企画 

 

－34－ 
 

て林業は違うんだということ。今の時代、ど
うしても、世論がマルかバツかの二元論で決
まってしまう。個別の議論があって多種多様
な価値観だと言っている割には二者択一に
なっている世の中のおかしさがあると思い
ます。さっき田島さんがおっしゃっているよ
うに、おかしいよねというのに本当にみんな
気づかない。物の値段には訳があって、どこ
かで誰かが訳ありのことをしているからそ
うなる。 
マクロ経済でいうと林業は吹けば飛ぶよ

うな存在で、農業が GDP の 0.1％しかない
んですね。林業はさらに少ない、0.0 いくら
かです。林業にとって担い手が絶対必要だけ
れども、日本国民で林業がないとやっていけ
ないと言う人はほぼいない。乖離が進んでい
る、議論がかみ合わないなかで、林業が大事
だということが、林業関係者一人一人が言い
続けていくことが大事だと思います。味方を
一人一人増やしていくこと。諸塚村だけでい
うと、私たちの木材生産量は、使ってもらえ
るように村民全員が営業すれば大丈夫な程
度のボリュームなんです。それぞれ地域がそ
れぞれの特色を生かして、しっかりやってい
けば地域は守れるはずなんで、日本全国が同
じようにやるのではなくて、みんなそれぞれ

の方法で取
り組みつつ、
情報交換は
しっかり連
携してやっ
て行こうよ
というのが
大事かなと
思っていま
す。 
森林と市

民の 10 年
前のパンフ
レットを見返したんですが、やはり目に付い
たのはダンディズムですね。私がその後で、
歴史という話をしたんですが、親から譲られ
たものは大事だし、杉岡さんが言われたよう
にお祖父さんの山を大事にするということ
で、私たちがいつも言っているのは、私たち
の代で林業をあきらめないようにしようと、
次の代につなげていこうと。それができれば
次の代も自分たちができることを考えてい
くだろうと。絶対に潮目は変わると思ってい
ます。決して明るくはないけれど、意外と絶
望的ではないのでみなさんのご支援をいた
だきながら、頑張って行きたいと思います。 
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※シンポジウム終了後、2019 年５月８日にスタッフミーティングを実施し、事業の振り
返りを行った。 

 

内容 

＜シンポジウムの内容＞ 
• 全体的なバランスが良くて、近年の企画の中ではベストの内容だった。 
• マスコミの反応も大きかったし、テーマもタイミングも良かった。 
• 小森さんの、福島先生を講師にお招きしたいという真剣な気持ちがよくわかった。

時代にあった必要な話だった。 
• 林業側から災害を振り返ったともいえるけど、森が荒れたから災害が起こったとい

う視点を翻す内容だったし、それが痛快だったのでは。 
• 10 年前の全国の集い実行委員長の重松先生の愛弟子達が、企画、進行、議論、全

体の代表として盛り上げた。 
• 杉岡さんの身近な被災地の一被災者としてのお話は訴える力を持っていると思っ

た。「災害が起きると何かのせいにしたがる」という話は感銘を受けた。 
• 吉元さんは事前に作業道の話を用意されていたが、直前に「想い」の話に変更され

た。 
• 時間が押しているのと、演者３人の話を一本化するのは難しいと思ったので、トー

クセッション（参加者同士の意見交換）の時間を入れ、その後３人の演者に個別に
意見をいただく進め方にした。 

• トークセッションでは、参加者の皆さんがそれぞれ熱心に話をしていた。専門的な
人同士でも盛り上がっていた 。 

• 講座型の直後のトークセッションで、初めて会う方同士でシーンとしてしまわない
か心配していたが、会場全体どのグループも盛り上がっていて驚いた。 

• トークセッションでそれぞれのグループで共有した内容を、全体で共有する時間が
あればよかった。 

 
＜参加者の感想から＞ 
• アンケートの評価は良かった。 
• 行政の方から喜びのような声がアンケートでは見られた。 
• 林業をやっている方には、吉元さんのお話が励みになったと伺った。胸に響くお話

でシンポジウム全体のバランスがとても良くなったと思う。 
 
＜交流会の内容＞ 
• 交流会のゲスト３人は力のある方たちで、希望や志を語っていただいたが、現場の

厳しさも伝わってきた。 

事業の振り返り 
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• 10 年前の全国の集いに参加されていなかった方にも、ゲストスピーチで当時の熱
気が伝わったのではないかと思った。 

• 交流会では森林所有者の方からは嘆き節、中国に木材が輸出されて、日本の商社が
輸出して、加工して、アメリカに板塀として持っていかれているのが不満と伺った。
現状を知らなければいけないと思った。 

 
＜全体の構成＞ 
• 多くの集客を得ることができた。 
• 一部があり、二部があって良かった。それぞれの部があっての全体でまとまった。 
• 全国の集いの DNA の人が参加者としても集まった。 
• 交流会の後、二次会にもご参加くださった講師の方々は、共通の想いを持った方々

とじっくり話をできたとすごく喜んでいらっしゃった。 
 
 

運営面 

＜全体的に＞ 
• 予定していた以上に当日の参加があって賑わったのは良かった。 
• 例年当日キャンセルする方と当日参加申し込みの方が大体同じぐらいだったけど、

今回は当日参加の方が多くてよかった。 
• 開会直前に参加者が増えてしまって慌てた。 
• 施設借り上げの際に、施設側の開錠・貸出ルールを勘違いしていて、想定よりスタ

ッフの入場が遅くなり、打ち合わせが不十分だったり、会場設営など準備の時間が
厳しくなった。 

• 当日飛び入りの参加者など、参加者が増えて資料が足りなくなった。途中で印刷し
に行って対応してもよかったのかもしれない。 

• 設営状況の確認、設営指示などが不十分で、会場設営自体が開会ぎりぎりまでかか
り、受付にスタッフを割く余裕がなかった。 

 
＜受付＞ 
• 参加者が多いイベントでは受付のサブ担当者も決めておいた方がよい。 
• 参加者が 50 人を超える、料金設定が２種類以上あるときは、受付は２ラインは必

要ではないか。 
• 来場者のピーク時間があるので、それ以前に会場に来ている方には早めに受付を済

ませてもらうようにしたい。 
• 受付時に参加者に記入してもらうものや配布する資料などを会場集合時すぐに確

認できると少しずつ準備を進めて余裕を持って受付を行える。 
• 参加者にもボランティア傷害補償保険の加入のための記入をお願いしたことで受

付が込み合った。利用する、各保険の特徴を日ごろから研究していきたい。 
• 受付に複数の当会スタッフを割く余裕がなく、アルバイトやボランティアの学生さ
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んに大変助けてもらった。大変感謝しています。 
 
＜その他＞ 
• お茶コーナーでお出しした三奈木黒砂糖（北部九州豪雨被災地である朝倉地域特産

品）は、被災地への思いがこもり、楽しんでいただけた。 
• 複数による事前下見、準備物の確認、人員配置を早めに行う。 
• シンポジウム会場は柱が多かったり、スクリーンの後ろになるスペースが広くて、

実際に使えるスペースは少なかった。 
• シンポジウム会場は思ったよりも明るく、スクリーンが見えづらかった。次回から

下見の時に、会場をどれだけ暗くできるのかを確認する。 
• 講師の方々との打ち合わせをシンポジウム会場で行ったが、打ち合わせに集中する

ためにも別室にした方が良かった。 
• 交流会会場がシンポジウム会場と隣接したため、引き続き参加してもらいやすかっ

た。 
• JR の駅から近い立地だったからか、交流会から参加される方もいらっしゃった。 
• 交流会時にも受付コーナーには参加者の方からの質問や頼みごとなどが色々とあ

り、雑務係として必要だと感じた。 
 
 
 
 
 

  

 

  

 本シンポジウム会場では２つの募金活動を行いました。下記の通り、参加者の方々
よりお預かりした募金は、それぞれ当該機関へ振り込みましたことをご報告いたし
ます。ご協力ありがとうございました。  
 
・九州北部豪雨災害募金  1,500 円（振込先：日本赤十字社福岡県支部）  
・国土緑化推進機構緑の募金  843 円（振込先：国土緑化推進機構）  
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※シンポジウムでは、参加された方々にアンケートを実施した。  
 

回収数 30 件／76 名（回収率 39％）  
 
 
設問 1. 本日のシンポの感想や、災害と向き合う森林と市民のこれからのあり方について

ご意見がありましたらお願いします。  
 
• 災害と本気で向き合った人たちの話をき
いて本気になれていい自分が、次はもっと
動けるように気持ちを動かされました。 

• 内容が想像以上に濃く様々な観点で林業
について考える時間となりました。 

• 基調講演、話題提供の３名様とも熱いお話
を聞かせて頂き、良かったです。 

• 会場規模及び時間も丁度良かったと思い
ます。 

• 10 周年でしたが、15 周年、20 周年にも何
かできたら、お願いします。また参加した
いです。 

• 針葉樹と広葉樹の差がないという話など
を聞いて、市民はメディアや発信力、発言
力のある人だけでなく現場の人の声を聞
くべきだと思いました。 

• 前向きに活動されている方がたくさんい
るなと感じました！ 

• メディア等によってしか得られていなか
った知識が色々と書き換わりました。詳し
い方や当事者との関わりがないため偏っ
た知識しかなかったことを自覚させられ
ました。広葉樹のほうが良いというわけで
はない、スギは悪いと思っていたけれど植
えた側、育てる側の思いもあること、今ま
で知らなかったことばかりでした。紙上だ
けでない生の情報にもっと触れるべきだ
と知りました。 

• 災害が発生した時の個人の行動はいかに
するか。 

• 災害と森林・林業のあり方について大変
（考えさせられる）気づかされることが多
くあり、有意義な時間を過ごさせていただ
きました。 

• 森林についての貴重な話を伺い大変学ぶ
ことが多いと思いました。明治時代の災害
の頻度など歴史が分ります。河川法や森林
法が出来た時代と重なるようです。 

• 防災の観点から森林を見た時、新聞に書か
れていることと、実際の現場の人のとらえ
方に違いがあることがわかりました。また
地域・地域の土壌の違いをふまえることも
大事と知りました。感謝！ 

• 防災も努力し減災にも努力する 
• 今、本当に必要なシンポジウムだったと思
います。 

• 個人管理が全くできていない。竹林の多さ
を見ればわかること。緑の基金を用いて竹
林整備をしないと。湧水の枯渇にも。 

• 来てよかったです 
• 久々にこのようなシンポジウムに参加し
ました。 

• よい刺激をいただきました。ありがとうご
ざいます。 

• たいへん勉強になりました。特に杉岡さん
の被災当事者としての話、スギに対する地

アンケート結果  
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域の人々のセンチメントを聞くことがで
きてよかった 

• 災害の面から、森と人がどのように関わっ
ていくのか考えることができた。 

• 初めての参加でしたが、おもしろかったで
す。 

• モザイクの私有地の中自分では色々取り
組んでいますが次の代はどうしたもの
か？ 

• 今後もシンポジウムを続けてほしいです 
• 都会の我々はほとんど実体を知らない 
• 災害により森林山と市民の暮らす私たち
の距離がもう一度近いものにする気づき
となると感じます。知識と思い、リアルに
とても勉強になりました。ありがとうござ
いました。 

• とても参考になりました 
 

 
 
設問 2. 講師・主催者へのメッセージをお聞かせください  
 
• とてもためになりました。 
• 講師のみなさんも主催者の皆さんもとて
もエネルギッシュで活気を感じました。為
になる時間をありがとうございました。 

• H24 年の災害の直後（２年後）にうきは市
に移住し、その後 29 年の大雨を経験し（朝
倉とは比べものになりませんが）今後とも
災害が起きるだろうという状況で、森林・
林業に関わる人間して参加しておきたい
と思いました。とても良い話を聞くことが
できました。 

• 勉強になりました！ご開催いただき、あり
がとうございました!! 

• 関わりのない自分にとっては、こういった
機会が本当にありがたいですし、ここで学
んだ内容がどうにかしてもっと周りに浸
透してほしいです。 

• 災害後の植林はどの様な方法で実施され
るのか！広針葉樹の割合は!! 

• 講師の方々の貴重な体験談を、お聞かせい
ただきありがとうございます。 

• 今後も このようなシンポジウムの開催を
心まちしております。 

• 貴重な時間になりました。ありがとうござ
いました。 

• 林業をどのように活性化させるか、その視
点の説明をいただきたかったと思いまし

た。被災して地元の木材を地元感情から使
えないというのは重く悲しいこと。 

• 被災地の朝倉あたりで、同じテーマで行っ
てみたらいいのでは。講師の説明と違う意
見も出て、議論が深まると思います。 

• 防災はむりでも減災も考える山に木は必
要です。普段の雨にもそなえる必要も有ま
す。 

• 良い会をありがとうございます。 
• 林業経営のプロと素人の考え方の違いを
教えられた。炭素固定、土壌、岩石、樹種
と改めて学べました。子供達に伝えては。 

• とてもいいお話ありがとうございました 
• 貴重な話を聞けて大変よかったです。 
• いい講演が聞けてよかった 
• どんどん、森林について感心、関心を持つ
人が増えて欲しいので、このような講演は
とても大切だと思った。 

• 上記のようなことをどうしたら良いか、私
有地の所有者はもういらないと言ってい
る人が多いのですが。 

• 今後もぜひ活発な活動を！ 
• 本日はありがとうございました。 
• 案内をありがとうございました。刺激にな
りました。 
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• 福島先生の一歩先をいくおはなし、出口を
みて流通を考えていく視点、とてもあつく
かんじました。 

• また『行動する人』になることが大切だと
あらためてかんじました。 

• 日本の山林が海外資本に移っている購入
されていると聞いているが（森林水資源）
大丈夫なのか？ 

• 福島先生わかりやすく目からウロコでよ
かったです。 

• 講師のみなさんの熱い気持ちが伝わりま
した 
 

 
 
設問 3. 本日の講座を何でお知りになりましたか？  
 
•  チラシ  ９名  
入手場所：福岡県の出先機関、農林事務
所、古賀市まちづくりの会、山村塾３名、
糸島ここのき  

•  新聞  ３名（西日本新聞３名）  

•  メール・メーリングリスト  ６名  
•  Facebook ３名  
•  その他  ６名  
内容：知人からの紹介  ３名、大学の教
授の紹介、DM・家族への DM ２名  

 
 
設問 4. 福岡県では平成 20 年度より森林環境税（個人負担：500 円/年、法人負担：資本

金に応じて）が導入されています。ご存じでしたか？  
 

はい  24 名、いいえ  ４名  
 
 
設問 5. 国による森林環境税（課税徴収は令和６年から）及び森林環境贈与税（市町村へ

の譲与は平成 31 年度から）が施行されることとなりました。ご存知でしたか？  
 

はい  17 名、いいえ  11 名  
 
 
設問 6. 森林環境税（国、県）について、ご意見がありましたらお聞かせください  
 
• 環境と林業の境があいまいな状態が解消
されることを望みます。 

• 税の使途について整理 
• 住み分けすべき 
• 国税は市町村が柔軟に使えるようにすべ
き 

• 活用されている NPO、各団体等への様子
が分りずらい広報などで知らせるのは 

• 大いに活用していくべきと考えています。
日本の木材はあふれています。外材を輸入
していますが 7,000万㎥毎年日本の木材成
長量ははるかに超える材積があり、日本材
を活用すべきです。 
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• 小中学校を木造校舎にする 木造は分解修
理が可能です。 

• 木の利用 住宅で木を多く使えば補助金を
出す。長く使えます 

• 当然のこと 遅すぎる 
• 福岡県の森林環境税のことがあまり広報
されていないと思います。続けて欲しいと
思います。皆が何らかの機会に参加し、税
の良さを判って欲しい 

• 直接山主の木を使う人に有効に活用され
るように 

• モザイクの私有地でも利用できると良い
のですが 

• 特定の人だけでなく、広く市民のためにな
るようなことに使ってほしいです 

• 有効に使って欲しい 
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チラシ  5,000 枚  

送付先  過去の連続講座参加者・講師等、県・国・市の関係部署、新聞、テレビ、県
内保全団体  

設  置   福岡市各市民センター、福岡市情報プラザ、アクロス福岡、福岡市総合図書
館、福岡市動植物園、その他県内公共施設、関係団体開催イベント  

 
 
インターネット  

•  自然・森林に関するメーリングリストへの投稿  
•  当会ブログ  ふくおか森づくり日記  への掲載  
•  当会 Facebook への投稿  
•  アクロス福岡「福岡おでかけナビ」、福岡県  NPO・ボランティアセンター、福岡

市  NPO・ボランティア交流センター等への情報登録  
 
 
新聞・生活情報誌掲載  

 
↑2019 年 3 月 13 日西日本新聞もっと九州 
 

 
↑2019 年 3 月 22 日日本経済新聞（夕刊） 
 

 

↑2019 年 4 月 5 日リビング福岡  
 

広報実績  
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↑2019 年 4 月 5 日西日本新聞もっと九州  
 

 

↑2019 年 4 月 12 日読売新聞  
 
 
 
 
 

 

 
↑2019 年 4 月 9 日西日本新聞  
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↑2019 年 4 月 14 日西日本新聞  
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↑2019 年 4 月 14 日読売新聞  

 

 
↑2019 年 4 月 14 日毎日新聞  
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↑シンポジウムチラシ（カラー・表面）   ↑シンポジウムチラシ（裏面）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※本シンポジウムのチラシデザイン、本報告書の表紙は原  愛子のデザインによる。  
※本報告書の演者肖像写真、会場風景写真は森  順子の撮影による。  
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※この事業は、国土緑化推進機構「水と緑の森林ファンド」の助成、 

福岡市の後援を受けて実施しました。 
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